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ステパン・バトーリイのプスコフ来襲についての物語
〈解説〉
　16世紀後半、ロシア国家はリトアニア、ポーランド、
リヴォニア騎士団、スウェーデンとバルト海への出口を
めぐって、厳しい戦争をした。世にいうリヴォニア戦争
（1558−1583年）である。その緒戦で、ロシアの軍勢は
リトアニア、リヴォニアの多くの都市を占領した。が、
やがて戦争のなりゆきの転回点がやってくる。ステファ
ン・バトーリイが、ポーランド＝リトアニア統合国家の
長となったのである。ステファン・バトーリイは、1579
年から1581年の遠征で、かつてイワン雷帝の軍勢に占
領された多くのリヴォニアの地を取り戻したうえ、たく
さんのロシアの都市を獲得した。もしもステファン・バ
トーリイの進軍のまえにプスコフが立ち上がらなけれ
ば、リヴォニア戦争の帰趨がどうなったかはわからない。
1581年8月、ポーランド・リトアニア軍はただちに勝利
が得られると確信してこの町を包囲した。戦争は５か月
間つづき、ステファン・バトーリイはプスコフを占領す
ることができなかった。自らの町の城壁のもとに敵を引
きとどめたプスコフ人の不屈の勇気は、ステファン・バ
トーリイの目論見を粉砕し、そのおかげでロシアは、こ
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Abstract
   The author in this bulletin provides a translations of and a commentary on a literary work 
supposed to have been written in 1580’s in Pskov, a city located in the western edge of the territory 
of Moscovite State. The work depicts the Pskov’s heroic defiance to the assault by Stephan Bathory, 
king of Poland and Lithuania, at the final stage of so-called the Livonian War. The Livonian War 
began with the seizure of Livonia from the reign of Teutonic Knights by Ivan IV, which provoked 
the entry into war of the Polish-Lithuanian united kingdom and Sweden, ended by the desperate 
resistance of Pskov, which resulted in the armistice. The siege stood for 5 months and eventually 
the Moscovite State could not get the entrance to the Baltic sea. 
   The author of this story, the Pskovian icon-painter Vasily, has a clear patriotic inclination and 
makes no disguise of his loyalty to Moscovian Tsar’ Ivan IV and his hostility to the enemies, 
particularly to Stephan Bathory, whom the author calls “savage beast”, “virulent cobra”, “eater of 
vomit” etc. On the other hand, he always celebrates Ivan IV, who was in fact a tyrant, as a merciful 
sovereign and incarnation of justice. In spite of this monochromatic characterization, the real 
scenery of the besieged city and its rising patriotic emotions provide artistic value to this literary 
work, which is one of the masterpieces of military stories of Medieval Russia.
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れといった損失なしに戦争を終結させることができた。
『ステファン・バトーリイのプスコフ来襲についての物
語』は、多くの点でリヴォニア戦争の帰趨を決定した、
このプスコフの英雄的な防衛戦について物語っている。
　この『物語』は、まだ戦争の傷跡も生々しい1580年
代に、プスコフの町の住人、イコン画家ワシーリイによっ
て書かれた。さまざまな印象の直接性、プスコフで起
こったあらゆる事柄についての知識の正確さと豊富さは、
たとえそうであると明言されてはいないにしても、作者
ワシーリイ自身が防衛戦の目撃者であり、参加者であっ
たことを証立てる。おそらくは、作者は、防衛戦の主た
る英雄、И.П.シュイスキイに近い人物であり、彼の官
房にあった史料を自由に使えたと考えられる。包囲と防
衛戦にかんするワシーリイの物語の細部とディテールは、
同時代のロシア語、ポーランド語のほかの史料によって
も傍証が得られるものである。
　『ステファン・バトーリイのプスコフ来襲についての
物語』は、歴史的事件にかんする記述の正確さのみによっ
て興味深く価値があるのではない。この芸術作品、『ス
テファン・バトーリイのプスコフ来襲についての物語』
は、その思想や美学的な長所によっても、軍記的なテー
マに属する中世ロシア文学の最良の作品である。高揚し
た感情がこの作品の作者を満たしている。祖国と生まれ
故郷、素晴らしい偉大なるプスコフにたいする熱烈な、
心からの愛。プスコフ人、大貴族にして軍司令官たちの
ヒロイズムと、その知恵と戦の手腕にたいする驚愕と尊
崇。この作品の筆遣いの絶妙さと愛国的な感情の深さは、
何よりもこの作品を『バトゥイによるリャザン壊滅の物
語』、『ママイとの大会戦の物語』、『テミル・アクサクに
ついての物語』、『カザン物語』そのほかの作品と密接に
結びつけている。これらの作品は同じ文学的伝統によっ
て固く結びあわされているのだ。
　16世紀終わりから17世紀はじめにかけての歴史的物
語においては、新しい傾向が見えだすのだが、『ステファ
ン・バトーリイのプスコフ来襲についての物語』は、そ
の世界観や語りの技法にかんして伝統的である。この『物
語』の作者は、従前とおり事件を「我々の罪のゆえに神
がお許しになった」と説明しているし、人間を描写す
るにあたっても、従前とおり、白か黒かのふたつの色し
か用いない。たしかに作者は登場人物たちの心理状態を
描こうとしてはいるが、それは15世紀から16世紀にか
けての歴史物語の精神で、つまり、伝統的かつ抽象的で、
その場にふさわしいモノローグ、演説、祈りのかたちで
登場人物に語らせている。
　ワシーリイの語りの技法は凝っていてわざとらしい。
この時代のほかの多くの作家と同様に、彼の作品におい
て特徴的なのは、複雑な合成語、入り組んだ表現、同じ
語根をもつ言葉の繰り返し、多くの同種成分、形動詞、
副動詞を含む長々しい文への嗜好などである。こうした
要素は、『物語』の文体的構造におごそかさをあたえて
いるが、過度に重々しいという印象が否めない。独自の
雄大な形態、威風堂々たる文体は、しかしながら、その
内容が国家にとって死活的な意味をもったロシア軍の勝
利について語っていることに拠る。この『ステファン・
バトーリイのプスコフ来襲についての物語』は、『プス
コフ洞窟修道院についての物語』とともに、年代記的記
事として1581年の諸事件の史料として役に立つもので
ある。
　『ステファン・バトーリイのプスコフ来襲についての
物語』は現在まで40以上の写本で伝えられている。こ
の翻訳のオリジナル・テクストは、В.И.オホトニコヴァ
によって刊行された。В.И.オホトニコヴァがおもに参
照したのは、ロシア国民図書館のサンクト・ペテルブ
ルグ神学校写本集成302番（РНБ, собр. СПб. Дух. Ак., 
№302）である。また、この写本で脱落した «видя же 
[тако]вое к себе ... душю свою отщетит» の部分は、
ロシア国民図書館ポゴージン集成1629番（РНБ, собр. 
Погодина, № 1629, XVII в.）によって補っている。また、
ポゴージン写本と、В.И.マールィシェフによるヴャズ
ニコフスキイ写本の刊本（『ステファン・バトーリイの 
プスコフ来襲についての物語』、モスクワ、レニングラード、
1952年 «Повесть о прихожении Стефана Батория 
на град Псков». М.-Л., 1952）にしたがって、そのほ
かの増補、訂正をおこなった。
　また、注においては、プスコフ攻城戦への参加したポー
ランド人著作家の作品からの引用がある。主なるものは、
ステファン・バトーリイ最後のロシア遠征（プスコフ
攻城戦）の日記、ザポーリスキイ条約の締結をめぐる外
交書簡である。これらは、科学アカデミーの依頼にもと
づいて、М.カヤロヴィチがサンクト・ペテルブルグで
1867年に刊行したものである。ほかに、S.ピョトロフス
キ『ステファン・バトーリイ最後のロシア遠征（プスコ
フ攻城戦）の日記』（О.Н.ミレフスキイによるポーラン
ド語からの翻訳、プスコフ、1882年）、R.ゲイデンシュ
テイン『モスクワ戦争（1578−1582年）にかんする覚書』
（ラテン語からの翻訳、サンクト・ペテルブルグ、1889年）
が参照されている。
〈翻訳〉
　リトアニアの王、ステパンが誇り高き偉大なる軍を
もって、偉大で栄えある神に救済される町、プスコフに
来襲したことについての物語。神が、私たちの罪ゆえに、
どこから、いかにして、また、どのようにこの男をプ
スコフの町に差し向けたのか。悠久きわめがたい三位一
体の、私たち罪深いキリスト教徒への大いなる憐れみに
よって、いかにしてこの男が、多くの恥辱を被り、大い
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なる辱めを受けつつ、プスコフの町から撤退したのか。
　それは天地創造暦7085年（1577年）のこと、私たち
のキリストを愛する敬虔なる君主、ツァーリにして大公、
全ルーシの専制君主イワン・ワシーリエヴィチ1と、そ
の敬虔なる皇子たち、皇子イワン・イワノヴィチ公、皇
子フョードル・イワノヴィチ公の御世のことであった。
私たちの君主は正教キリスト教のロシア帝国をしかる
べく統治し、近隣の信仰をもたぬツァーリ、王、我らの
君主と戦いこれを責めさいなむ軍勢の首領たちから、正
教徒たちのロシア帝国とそのツァーリの高き右手のもと
に暮らすすべての人々を防衛し、守護してきた。ことに
ツァーリたちは聖なる教会と尊い修道院のため、聖なる
正教のキリスト教信仰のため、敵たちにたいして厳し
く当たり、闘い、守護してきた。なぜなら、キリスト教
のツァーリは、神によって宇宙の四方の隅々まで君臨す
る最高の玉座に据えられ、聖なるキリスト教信仰を守り、
それを揺るぎなく固め、無垢なるままに守り抜くことを
命ぜられていたからである。
　このころ、その君主の御国のツァーリのもとに、ロシ
ア帝国の北辺から、ほかの国々の軍勢より凶悪なリヴォ
ニアのドイツ人たち2が攻め寄せて乱暴狼藉を働いてい
るという知らせがはいった。彼らはこの地域の君主の
町々や村々に多くの悪事をなし、乱暴狼藉を働くばかり
ではなく、奇跡を起こす聖なる場所、洞窟修道院のいと
清らかなる聖母就寝教会3の周辺をも略奪し、荒廃させ、
修道院にも多くの悪事をなした。
　キリストを愛する君主にしてツァーリ、全ルーシの大
公イワン・ワシーリエヴィチは、君主の町とその近隣の
村が略奪されたばかりではなく、城砦によって堅固に守
られた、奇跡を起こす洞窟の場所までもが荒らされたこ
とを聞き、このために、リヴォニアのドイツ人たちにた
いして報復の軍勢を差し向けたばかりではなく、ツァー
リにして君主自らが神の御母の家4のために、自らの皇
子、イワン・イワノヴィチ公とともに、敵に刃を振りか
ざした。君主にしてツァーリは、自らの師父、アントー
ニイ府主教から祝福を受けると、行軍をはじめた。敬虔
なる君主にしてツァーリは、自らの領地である栄えある
プスコフの町に到着すると、その城砦のなかで自らの大
貴族にして軍司令官たちを位の順に整列させ、各自が持
ち場として指示された軍勢のなかで戦い、規律を乱して
はならないと命じた。というのは、かの町は、信仰のな
い者たちの町々に隣接し、猛威をふるう敵たちとの境界
に位置しており、敵に出征する者たちはこの栄えある町
プスコフから出発したからである。
　敬虔なる君主、ツァーリは、命の源泉たる三位一体の
主聖堂教会5に到着すると、命の源泉たる聖像の前で涙
を流しながら跪（ひざまづ）き、讃えられるべき三位一
体の神に、神が天上から自らの憐れみを彼、君主に賜り
ますように、キリストを信じる民を蹂躙する不信心な敵
たちにたいし、勝利をおさめさせてくださいますように
と祈りをささげた。同様に、いと聖なる神の御母の、奇
跡を起こすイコンのまえに来て、その聖像のまえでたく
さんの涙を流して言った。
　「女主人なる神の御母よ。そなたが自らの息子と神の
御許でお願いしてくださるのならば、神はそなたの祈り
を蔑（ないがし）ろになさらないことを私は知っていま
す。女主人たる神の御母よ、どうぞ自らの僕のことを
祈ってください。神が私の心の望みをかなえてください
ますように。罪深いそなたの僕である私の右手を、キリ
スト教徒たちとさらに聖なる場所を苛む敵たちにたいし
て、高く差し上げることをお許しください。この聖なる
場所で、そなたはそなたの名前が讃えられることをお許
しになり、そのなかでそなたの息子と神の僕たちはそな
たのいと聖なる御名を賛美し、それを大いなるものとし
て讃えているのです。」
　また、同様にツァーリは自らと血筋を同じくする、敬
虔なる公、偉大なるプスコフの奇跡成就者ガヴリル＝フ
セヴォロド6の聖なる柩の前に進み出て、この方が祈り
をささげてくださるようにと、涙を滂沱と流して願った。
洞窟修道院の修道院長セリヴェルストからキリストの十
字架の力によって十字を切ってもらい、また、同様に聖
なる場所、奇跡を起こす聖なるイコン、なかでも、聖な
る神の御母の家、洞窟修道院に多くのことを誓願し、約
束すると、敬虔なるツァーリ、君主は、自らの真率なる
行軍の道へと踏み出したのであった。
　この君主はリヴォニアの国に到着すると、リヴォニア
の住人たちであるドイツ人が、ツァーリが親征されるこ
と、ツァーリが強勢なる軍勢を率いて無敵であること、
その一方で、自分たちがまったく無力であること、以上
のことを悟って酔っぱらいのように動揺し、惑乱したこ
とを耳にした。他国へ逃亡した者たちもいた。自らの
城塞の堅固であることを頼み、自らの城塞に閉じこもる
者たちもいた。守りを固めて城塞のなかに閉じこもるの
がよいか、降伏して贈り物をささげてロシアのツァーリ、
君主たる大公を出迎えるのがよいか、迷いに迷っている
者たちもいた。なぜなら、彼らは、堅固に守りを固めた
石の城壁も、ルーシの攻城用兵器のまえでは役に立たな
いことがわかっていたからである。
　神の恩寵と、聖なる神の御母と偉大な聖なる奇跡成就
者たちの祈りによって、君主なるツァーリ、全ルーシの
大公イワン・ワシーリエヴィチは、神の敵たちへの復讐
者となったばかりではなく、その高い徳によってリヴォ
ニア全土の君主ともなったのである。敵軍のなかには、
武をもって町を占拠した者たちはいたが、彼らは仮借な
く命を奪われた。自らの妻と子供たちとともに君主なる
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ツァーリに叩頭して降伏する者たちもいた。君主はそう
した者たちには仁慈をもって臨んだ。人が多いことや城
砦の堅固であることを頼んで、武装して頑強に抵抗した
者たちもいたが、そうした者たちにたいしては、城砦を
基礎にいたるまで破壊し、人間たちはありとあらゆる、
さまざまな酷い責め苦で、妻や子にいたるまで死にいた
らしめるように命じた。ほかの者たちが恐れるようにす
るためである。
　クールランド7の周辺の隣人からこうしたことを聞き、
ドイツ人たちは、ロシアのツァーリにして君主からはい
かなる砦ももちこたえることができないことを理解する
と、彼、君主のもとに贈り物とともにやってきて、うや
うやしく恭順の意を示した。クールランドのドイツ人の
枢要な者たちは集まって会議を開き、われらの君主にた
くさんの贈り物をもたせて使節を派遣し、ロシアの君主
が彼らと彼らの国土に憐れみを垂れること、自らの君主
の要望にしたがって毎年の貢税を支払うことを願い出る
ことを決めた。彼らの相談がまとまると、君主は彼らに
憐れみを垂れ、彼らから貢税を受け取り、彼らに今まで
通りの場所に住まうように命じ、年ごとの貢税の支払い
を課し、使節たちをふたたび自らの祖国へと帰した。リ
ヴォニアの地を隅々まで占領し、たくさんの町々をわが
ものとし、そこに住んでいる人々を虜囚に取り、彼らの
富と数かぎりない金、銀、あらゆる財宝をツァーリの君
臨する町、モスクワに持ち帰った。ツァーリにして君主
自身はすこぶる健康で、栄えある勝利者として自らの祖
国、ロシアの国に帰った8。
　君主ははじめに、聖なる栄えある聖母就寝洞窟修道院
の、聖なる御母の家に赴き、いと清らかなる神の御母の
奇跡を起こすイコンのまえで、いと清らかなる教会の大
理石の床の足台に跪き、両目から涙を奔流のように流し、
自らの口からは神の御母への感謝の歌を歌い捧げ、神の
御母へのあらゆる誓いを実行し、数限りない膨大な量の
金と銀とをいと清らかなる家に奉納し、多くの村々とあ
らたに奪取した宝物を修道院に寄進した。そのあと、ふ
たたびプスコフの町にいたり、ふたたび生の源泉たる三
位一体に捧げられた主聖堂である教会に赴き、聖なる像
の前で感謝の涙を流し、神、神の御母、すべての聖人
たち、敬虔なる公ガブリル・フセヴォロドに、喜ばしく
歌い上げられる讃頌の祈禱歌を捧げ、自らの誓言を実行
した。そして、ふたたび栄えある自らの都モスクワにい
たり、そこでみなから勝利者として讃えられた。ロシア
の国だけではなく、あらゆる近隣のさまざまな王国でリ
ヴォニアにたいする気高い勝利についての評判が知れわ
たった。
　君主が自らの領土、ツァーリの君臨する栄えあるモス
クワへと帰還すると、クールランドのドイツ人たちは、
ツァーリが自らのもとを去り、自らの軍勢を休息させる
ためにめいめいの家へ帰らせたことを知り、彼らの国が
モスクワから遠いことをよいことに、彼らのもとに隠れ
ていたリヴォニアのドイツ人たちと結託して、先の申し
合わせに背くことに決めた。彼らにリトアニアのドイツ
人が加わり、貢税を納める代わりに、武力で先般君主に
よって征服された町々に軍勢を送り、多くの町々に悪事
をなしたり、モスクワ側から町を奪い返す者たちもいた9。
　ロシアのツァーリはこれを聞き、ドイツ人たちが自ら
の誓言を破り、自らの法を忘れたばかりではなく、武力
にうったえ、ふたたび町々を占領したことを知ると、彼
らにたいして怒り狂い、最初の遠征から数えて３年目に
ふたたび報復のために自ら遠征に赴いたのだった10。
　敵であり追従者であるドイツ人たちは、ツァーリが自
らに獰猛なる軍勢を送ろうとしていることを聞くと、そ
れぞれが自らの思案にしたがって救援を求め、恐怖にお
ののいて動揺した。なぜなら、彼らは蟻のように無力だ
ということがわかっていたからである。彼らは、リトア
ニアの国のリトアニアの国王ステパンのもとに行き、こ
の者なら自らを破滅から救いだせるのではないかと考
え、いっしょにロシアのツァーリと戦ってはくれまいか
と懇願し、ステパンを戦争に引き入れようとした。ステ
パンへの懇願者として遣いに立ったのは、神の掟に背き
キリストを憎悪する者たち、キリストへの信仰とキリス
トの十字架の力を汚す者たち、信仰をもたず、キリスト
の十字架への信仰の接吻を裏切る者たち、我らがロシア
のツァーリを裏切る者たち、アンドレイ・クルプスキイ
公とその副官たちであった11。キリスト教徒を憎むこれ
らの者たちは、聖書に書かれているとおり、貪欲な鹿の
ように12ドイツ人たちの望みを聞き入れると、キリスト
教徒たちの君主への企みをいだきながら戦争の準備をし、
ユダヤ人のように自らの主人に悪だくみを仕掛けること
を約束しつつ、準備万端整え恭（うやうや）しくリトア
ニア王のもとに伺候し、ロシアの君主への軍事行動をお
こなうように炊きつけた。
　ステパンは傲慢このうえない彼らの進言をよろこんで
受け入れた。このリトアニアの王自体が猛り狂った獣で
あり、倦むことを知らぬ猛毒のコブラであって、自らの
ルター派信仰の戦士13であり、つねに流血と戦乱のはじ
まりを喜んだからである。酷烈で獰悪な蛇の毒を、飽
くことを知らぬ自らの腹のなかから吐き出すと、この男
は自らの軍勢に武装し、準備を整えるように命じ、彼ら
とともにロシアの地、かつてリトアニアの領土であった
ポーロツク14の町に押し寄せた15。われらが君主がリト
アニアからこの町を奪ってから１７年目のことである。
　我らがロシアの君主もドイツ人たちにたいして行軍を
はじめ、君主は栄えある町プスコフに到着した。ポーロ
ツクの町から使者がはせ参じ、リトアニア王のステパン
が多くの軍勢を引き連れてポーロツクの町に来ることを
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伝えた16。君主にしてツァーリ、全ルーシの大公イワン・
ワシーリエヴィチはこれを聞き、その突然の、奸智にた
けた獣のような進撃を知ると、自らの軍司令官と多くの
軍勢をポーロツクの周辺の町々に派遣し、ポーロツクに
は防備を固めるため追加して軍勢と銃兵たちを送った。
なぜなら、君主とともにいた夥しい軍勢のなかには、こ
の地方出身の者たちがいたからである。
　神は我らの罪のゆえに、この手ごわい敵をキリスト教
徒たちのもとに送りたもうたのである。リトアニアの王
がポーロツクとその周辺の町々を占領した17という知らせ
が、プスコフにいる我らの君主のもとに送り届けられた。
数知れぬ多くの君主の軍司令官たちとその軍勢は、ポー
ロツクとその周辺の町々で勇猛果敢に奮戦し、キリスト
の信仰のために自らの血を流した。ことにソコルの町で
戦いは激しかったが、ほかの町でもそれに劣らなかった18。 
このことを知り、ツァーリにして君主は悲しみに胸を
締めつけられ、こう言うことができただけだった。「神
のご意志が実現しますように。神がお望みになったと
おりのことが起きたのだ。」ツァーリにして君主自身は、
ツァーリの君臨するモスクワに戻った。
　このあと、7087年19、ポーロツク占領の２年後に、酷
烈なる蛮人、リトアニア王のステパンは凶暴かつ傲慢に
なって、ロシアの国にむかって行軍をはじめたが、これは
我らの罪ゆえに神がお許しになったことである。ステパ
ンはこの地の町々を占領したが、これはロシアの国の不
幸の始まりだった。なぜなら、聖書に書かれているように、
我らが神を忘れ、罪に舞い戻ったからである20。ステパ
ンは、ヴェリーキエ・ルキまで軍を進めようと考えた21。
　ツァーリにして君主、全ルーシの大公イワン・ワシー
リエヴィチは、ステパンの猛烈な攻撃の知らせを聞き、
大いなる悲しみに身を締めつけられた。彼は、ヴェリー
キエ・ルキとその周辺の町々に多くの軍勢を派遣し、籠
城の準備をする22一方、ステパンが我らが君主と和平を
結ぶように、自らの使節をステパンのもとに送った23。
　尊大なるこの男は、和平の呼びかけに耳を傾けようと
せず、君主の使節たちを不敬なる侮辱的な言辞で拒んだ。
そればかりではなく、独りよがりで悪意と毒に満ちたこ
の男は、毒のはらわたから毒を注ぎかけ、ヴェリーキエ・
ルキだけではなくその周辺の町々にたいしても凶暴さを
発揮し、悪魔のようにおごり高ぶって、ヴェリーキエ・
ルキばかりではなく、栄えある町プスコフにも侵略を企
てた。
　いわく、
　「ヴェリーキエ・ルキとその周辺の町々ばかりではな
く、そなたたちの栄えある偉大なるプスコフも我がもの
としよう。石の碾き臼のようにこの町を改宗させ、余は
その君主におさまることにしよう。」ヴェリーキイ・ノ
ヴゴロドについても、高慢極まりないことを言い放った。
いわく、「いかなる町といえども、偉大なるポーランド
の王と勇敢なるリトアニアの兵士たちから身を守り、籠
城しおおせることはできないのだ。和平のことは、寸毫
も思いもよらぬことだ。」君主の使節たちをルキ近郊ま
で連行するように命じた。そして、いわく、「見るがよい。
余がいかにそなたたちの君主の町を征服し、虜囚とする
のかを。」
　我らの君主のもとには、かかる知らせが来た。かの男
が和議に応じなかったばかりではなく、不敬にも君主の
使者をルキ近郊まで連行したこと、うぬぼれたっぷりに
ルキに侵攻しようと企てていること、それどころではな
く、思い上がりも甚だしく、のぼせあがってヴェリーキ
イ・ノヴゴロドにも兵を進めようとしていること、それ
ばかりではなく、栄えある神に守護される町プスコフを
攻め落とそうとしていることが知らされた。いわく、「か
のプスコフの町はお前たちの国でもっとも大きく、堅固
な石の城壁で守られ、ほかのどの町よりも頑強だと聞い
ている。この町はどの町よりも征服するにふさわしい。
征服が実現すれば、ヴェリーキイ・ノヴゴロドなど、一
日とて持ちはすまい。」
　君主はこの知らせを聞き、心の底からいたくため息を
ついた。「神のご意志が実現しますように。」ヴェリーキ
イ・ノヴゴロドには軍司令官たちを送った。栄えある偉
大なる神に守護される町プスコフに、敬虔なるツァーリ
にして君主、全ルーシの大公イワン・ワシーリエヴィチ
は、ワシーリイ・フョードロヴィチ・シュイスキイ＝ス
コピン公24、自らの大貴族にして軍司令官、イワン・ペ
トロヴィッチ・シュイスキイ25と、軍司令官ニキータ・
オチン＝プレシチェーエフ26、アンドレイ・イヴァノ
ヴィチ・フヴォロスチン公27、ウラジーミル・イワノヴィ
チ・ボフチェヤロフ＝ロストフスキイ公28、ワシーリ
イ・ミハイロヴィチ・ロストフスキイ＝ロバーノフ公29 
と、彼らとともに多くの軍勢を派遣した。君主にして
ツァーリ、全ルーシの大公、イワン・ワシーリエヴィチ
は、前述の大貴族にして軍司令官たちをプスコフに遣わ
し、ツァーリとして勅令を下して、彼らがキリスト教正
教の信仰、聖なる教会、君主その人、その君主の子供たち、
正教キリスト教全体のために敵たちに立ち向かい、全智
全霊をかけて勇敢に配下の兵たちとともに死ぬまで戦う
こと、あらゆる工夫を尽くしてプスコフの町の城砦の守
りを堅めること、籠城が長期間におよんでも大過ないよ
うに戦闘の準備を整えることを命じた。
　これら多くのツァーリの勅令をツァーリは彼らに下し
て、彼らにたいしてツァーリとしての宣誓をおこなった。
「もしも主なる神が我らを救いたまい、汝ら大貴族にし
て軍司令官の熟慮によって、主なる神がプスコフの町の
守りを堅めてくださったならば、君主は、そなたたちに
誰の心にも思いつかなかったほどの恩寵をほどこすこ
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とを約束しようぞ。」大貴族たちにして軍司令官たちは、
ほんとうの奴隷のように、自らの君主にたいしてその命
令どおりに働くことを誓約し、キリストへの信仰にかけ
て君主に忠誠を誓った。かくのごとくして、君主は彼ら
を神に守護される町、プスコフに派遣したのである。い
わく、「神と聖なる神の御母とすべての聖者たちが汝ら
とともにあるように」と。
　大貴族にして軍司令官たちは、神に救済されるプスコ
フの町に到着すると、君主のご命令どおりにすべてをお
こないはじめた。石と木材、神が彼らの心に思いつかせた、
あらゆる材料で城壁を堅めたのである。隊長たち30、小
士族たち31、銃兵隊長たち32、銃兵たち、身分の高い者
から低い者までプスコフの民や、包囲があると聞いて城
壁のなかに逃げ込んできた者たちが信仰にすがった。つ
まり、十字架接吻したのである。
　リトアニアの王ステパンはヴェリーキエ・ルキの近郊
に来た33が、私たちの大いなる罪のため、私たちの不正
で無法なる知識のため、神の御前と人間のまえでのあら
ゆる不正のため、7088年（1580年）に神はこのハガル
の裔34にヴェリーキエ・ルキと周辺の町々を引きわたし
た35。そして、ヴェリーキエ・ルキを占領したあと、お
ごり高ぶり、居丈高になってリトアニアの地にもどり、
休みを取らせるために軍勢を解散した。
　春になると、ふたたび行軍の準備をするように命じた。
いわく、「このたびのわが軍のルーシへの出兵は、以前
のものと比べても、すばらしい誇るべきものとなるにち
がいない。なぜなら、栄えある町プスコフに行軍するか
らである。汝ら、征服したあらゆるわが領土とともにあ
る、わが偉大なるポーランド王国ならびにリトアニア大
公国の愛しき勇敢なる軍勢よ、恩寵に恵まれ勇敢さに秀
でた、輝かしい王の子飼いの兵にして無敵の勇者たちよ。
自らの相続地と国に散るがよい。自らの偉大なる騎馬を
休ませよ。自らの体と屈強なる筋肉を鍛えるがよい。戦
闘に使う自らの鎧を検見し繕え。あらゆる手段をもって、
栄えある町プスコフに、余とともに遠征に向かう準備を
せよ。妻をもち、妻とともにプスコフの町に君臨したい
と望む者たちは、自らの配偶者たちと子供とともにプス
コフへの行軍に備えよ。」
　かくのごとき狡猾な言葉で、自らのヘトマンたち、隊
長たち、自らの全軍に命令を下しながら、彼らをそれぞ
れの領地に返し、こう付け加えて彼らに言った。「行軍
の時については、通達の書簡を送ることにする。」これ
ら流血に飢えた狼たち、この男の子飼いのヘトマンたち
は、彼らの配下に託された死肉をあさる犬ども、無慈悲
な兵士たちとともに、自らの王、疲れを知らぬ毒蛇にた
いして、その命令とおりに行うことを約束し、めいめい
の家へと解散した。
　我らの君主、ツァーリにして全ルーシの大公、イワン・
ワシーリエヴィチはこれを聞くと、君主の先祖代々の領
土と栄えある町プスコフにたいする攻撃の準備が着々と
なされたことを知った。かの猛威が荒れ狂う時が満ちて、
私たちのキリスト教の掟にもとづく大斎期が来ると、敬
虔なるツァーリにして君主は、栄えある町プスコフに
いる、自らの大貴族にして軍司令官イワン・ペトロヴィ
チ・シュイスキイ公を呼び寄せた。この者が、モスクワ
の君主のもとに到着した。すると、ツァーリにして君主
は、偉大なる町プスコフの城塞の守りについて、この町
の偉大なる城壁がいかに守りかためられたのか、どれほ
どの大砲がどの場所に配置されたのか、だれがどの場所
を持ち場としたのか、あらゆる人員の配置によってどれ
だけ防備が堅固になったのかについて問いただした。
　大貴族にして軍司令官、イワン・ペトロヴィッチ・シュ
イスキイ公は君主に、微に入り細をうがち、順序立て
て、彼らによって神に望みをかけながらほどこされた防
備について物語り、これに神へ望みをかける言葉をつけ
加えていわく、「君主よ、私たちは望みをかけております。
神に心から篤く望みをかけております。難攻不落の堅固
な城壁、神の御守り、我らのキリスト教の守り手、真実
なる神の御母、あらゆる聖者たち、そなたの君主にして
ツァーリの高き御名に望みをかけております。プスコフ
の町があらゆる防備によってリトアニアの王から守り抜
かれますことを。」それは、キリストの恩寵によってそ
のとおりとなったのである。
　これらのことを聞くと、敬虔なるツァーリにして君主
は、自らの大貴族にして軍司令官から、彼らの手によっ
てプスコフの町に頑健な防備が施されていること、大貴
族、軍司令官、彼らの配下にあるすべての戦士たちが一
致団結してひるむことなく籠城していること、神に守ら
れたプスコフの町のあらゆる住人が自らの信仰をゆるぎ
なく守り、心の奥底から神、自らの君主、君主の家臣た
ち、正教キリスト教信仰、自らの家と妻子のために、み
なが死を賭して力を尽くし、リトアニアの王からプスコ
フの町を防衛し、リトアニアの王がプスコフの町を占領
することを、命を懸けて阻もうとしていることを知った。
このあと、リトアニアの王からプスコフが守れるか、い
かに神に望みをかけるかについて、君主にしてツァーリ
は自らの大貴族にさまざまな質問をしてその言葉を聞く
と、ツァーリの畏きお顔は涙に濡れそぼっていわく、
　「余はこのプスコフを、神、神の御母、聖なる偉大な
奇跡成就者たち、何よりも己と血筋を同じくする敬虔な
る公、ガヴリル・フセヴォロドヴィチにゆだねたてまつ
る。かのガヴリル・フセヴォロドヴィチは自ら、自らの
遺骸が神に守護される町、プスコフの生の源なる三位一
体大聖堂に安置されることをお許しになったのだから。
みずからの慈悲によって、ガヴリル・フセヴォロドヴィ
チはプスコフに襲いかかる敵からプスコフを救われるで
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あろう。余はかの手にプスコフをゆだねたてまつる。そ
のうえで、汝ら、わが大貴族にして軍司令官たち、すべ
ての兵士たち、プスコフ人たちに告ぐ。もしもそなたた
ちが自らの約束とおりに、すなわち、そなたたちが神と
私に約束したとおりにおこなうならば、余はプスコフを
真実の僕の手にわたすかのごとく扱うだろう。そうすれ
ば、主なる神はあらゆる知恵をもってそなたたちを導き、
神が教え導きたまう者がそうであるように、そなたたち
はプスコフの町を守りとおすことができるだろう。」
　敬虔なるツァーリにして全ルーシの大公イワン・ワ
シーリエヴィチは、みずからの大貴族にして軍司令官イ
ワン・ペトロヴィチ・シュイスキイ公を、ふたたび神
に救済される町プスコフに遣わし、プスコフはあらため
てあらゆるツァーリのご命令とご教唆を拝した。それは、
畏きツァーリのお口から頂戴すると同時に、ツァーリの
気高き畏き右手によって書面においても認（したた）め
られた。この者にたいして、ツァーリにして君主は特別
の待遇を与えた。
　「余はそなたのほかの朋輩、軍司令官たちにではなく、
そなただけにプスコフのあらゆる勤務の状況について訊
ねることにしよう。」彼はこれを聞いていわく、「私めは、
だれを差しおいても、陛下のもとに馳せ参じ、プスコフ
で起こったあらゆることを、その籠城のありさまと人々
の働きぶりについてご報告いたします。」彼はこのやり
取りを心の奥深くにしっかりと刻みこんだ。自らの君主
にたいして反駁できぬことは奴婢のごとくであり、君主
から課された重い責務に抗弁することはかなわず、ただ
ツァーリにして君主にたいして次のように答え得ただけ
だった。「神が畏きお心を砕き、そなた、君主にたいし
てご叡慮を示したもうように、万事そなた、君主のお命
じになるように私はおこないます。私はそなたの奴婢で
す。主と神の御母がお教えくださったとおり、与えられ
た仕事に渾身を尽くし、心の奥底から真実に喜んでプス
コフの町のために勤務いたします。」
　このほかにも、ツァーリの君臨する町モスクワの、聖
なる神の御母の大聖堂教会の奇跡を起こす聖なるイコン
のまえで36、たくさんの言葉を言上し、大いなる誓言を
立てた。すべてを君主のご命令どおりにおこなうこと、
プスコフの町にいるすべてのキリスト教徒民衆とともに、
厳しい包囲戦を粘り強く戦いぬき、プスコフにおいてプ
スコフの町のためにいかなる瑕疵もなく、死にいたって
もなおリトアニアと戦闘を交えることを誓ったが、キリ
ストの恩寵によって果たしてそのとおりのことが起こっ
たのである。さて、ツァーリはシュイスキイをふたたび
プスコフへと返した。
　君主の大貴族にして軍司令官イワン・ペトロヴィチ・
シュイスキイ公はプスコフに到着すると、ふたたび大貴
族にして軍司令官たちを集め、ワシーリイ・フョードロ
ヴィチ・スコピン＝シュイスキイとその副官たちを交え
て、プスコフの町の防衛について、懸命に知恵を絞った。
彼はプスコフの町の城壁を馬で回り、城壁に砦を設けて
防備を堅めるように命じた。そして、ふたたび、大貴族
の主だった者たち、小士族たち、銃兵隊長たち、百人長
たち、銃兵たち、あらゆるプスコフ人たちに十字架接吻
するようにといって、信仰と向き合うように促した。な
によりもまず、神と自らの君主、ツァーリ、全ルーシの
大公イワン・ワシーリエヴィチのために、君主の子らの
ために、聖なる教会のために、正教キリスト教信仰のた
めに、プスコフの町のために、死力を尽くして正々堂々
とリトアニアと戦うことを誓った。同様にプスコフ近在
の町々にも文書をもった急使を遣わし、町の防備を堅め
るように、防衛のための施設を建造するように命じた。
近在の村や郷には、それぞれが妻子、すべての動物を連
れて、最寄りの町に立てこもるように使いを出した。こ
のように神に救済されるプスコフとその近在の都市では、
神の御心にしたがって防衛のためのあらゆる準備がなさ
れたのである。
　私たちの罪のゆえに神は、キリストの種族にあらゆる
試練をあたえようとして、傲慢なるリトアニアの王ステ
パンが、大それたことに、神に救済される町プスコフを
心に望むようにと思い上がらせた。心に焔が燃え上がり、
倦むことのないはらわたが焼けついて、ステパンは喉と
舌とで自らの残忍さの毒をまき散らし、ロシアの地にあ
る神に救済される町、プスコフへの遠征の日取りを皆に
告げ知らせ、召集の書簡をリトアニアの全土に送った。
　ほかの国々、多くの民族へは、それぞれの国の長と彼
らの戦士たちに、懇願と協議の文書を送った37。いわく、
　「ポーランドの王にして、リトアニア、ルーシ、プルス、
ジェマイティア、マゾフシェの大公にして、セミグラド
そのほかの公、ステパン、わが近しき友人にして隣人何
某（個々の名が示されている）に、おのれの国において
喜びあらんことを切望する。
　汝らもよく聞き知っているとおり、余はこの過ぐる２
年にわたり、ロシアのツァーリにたいして災禍をもたら
してきた。わが領土に接するいくつのツァーリの町々を、
その支配下からもぎ取り、余の偉大なる国家へと組み入
れてきたことか。どれほどの肉弾相打つ戦いで、わが軍
勢がツァーリの軍勢を凌駕することを見せつけてきたこ
とか。どれほどのロシアの富によって余は栄華を誇り、
自らの軍勢たちに恩沢をあたえてきたことか。おびただ
しい、ありあまるほどのロシアの宝物がわが国にあふれ
かえっている。どれほどの落胆と恐怖を、余がロシアの
国にもたらしてきたことか。自らの偉大なるポーランド
王国とリトアニア大公国、わが配下にある偉大なるパン
たちとヘトマンたち、また、数知れぬすべての兵士たち
に、余がどれほどの誉れをもたらしてきたか。
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　だがこれは過去のことであり、余は過去の栄光に加え
て、新たな企てをはじめている。余は高みに立っている
が、いっそう高きに上り、さらなる高みを望むことにし
よう。それは、言葉巧みなる者が次のように教えて書い
ているごとくである。『高い山に立つならば、さらに高
く大きな山を探し、それを征服したくなるものだ。あた
かもウサギを捕まえ、ラクダを見つけたライオンが、ウ
サギを捨てラクダを追うかのごとくに38。』
　このように、全知全能、あらゆる判断の力をもって余
は思量する。今度の３年目の遠征で、余は前にもまして、
みなぎる力の高まりにまかせてロシアの国に襲いかかる。
余自身が、自らの朋友にして近しき隣人に、知恵と友諠
に満ちた助言をする。もしもそなたたちが望むなら、と
もに語らい、余とそのおのおのに強力な軍勢とともに、
地を蹴り、手に手を取り合って、ロシアの国に、ことに
栄えあるロシアの国の偉大なる町、その名もプスコフへ
と襲いかかろうではないか。
　この町、プスコフについてそなたたちと相談したく、
余がそれについて聞き知ったことをそなたたちに知らせ
たい。まず第一に、その町はひどく大きいということで
ある。それだけではなく、石の城壁で四方を堅められて
おり、この国は誉れ高く、人の数も多い。石の壁をとお
りぬけて川が流れているとのことである。この川によっ
て城壁内に多くの必需品が運び込まれ、その富ははかり
しれず輝いているそうだ39。
　プスコフが栄えある偉大なる町であるがゆえに、余は
そなたたち皆に、みずからの友人たちに呼びかける。こ
の偉大なる町とその周辺の町々を余は征服する。そして、
大いなる栄えある名声に包まれる。余はそなたたちを余
の顧問官にして友人として偉大なものにする。プスコフ
の町は富によってはかりしれぬほど栄えている。そなた
たち、余の友人たち、数知れぬわれらの偉大で勇敢なる
軍勢は豊かになるであろう。プスコフの町の、多数の高
貴な生まれのありとあらゆる捕虜たちを、その位階にし
たがって公平に山分けにして、この町の数多くの言うこ
とを聞かぬ奴ばらは、剣先にゆだねようぞ。
　プスコフの町には偉大なるヘトマンたちを代官として
置き、無傷の気高き勝利者はリトアニアの国にもどり、
おのおのが大いなる富と捕虜たちをともなっておのれの
領国に帰るのだ。我らはロシアの大公に最終的には不名
誉と恥辱をもたらすであろう。このような偉大な町を
失った大いなる悲しみ、心の痛み、歎きを我らはロシア
の大公に味わわせるであろう。我らは、ロシアの大公に
勝利し、その栄えある町プスコフを奪ったことで、全世
界で讃えられるであろう。」
　かの男はこのように書いて、それをおごり高ぶった神
を知らぬ自らの使者にもたせて、多くの国々、民族に
送ったのである。このような書簡がリトアニアの王ステ
パンから多くの国々の長に届いた。彼らはその書簡を読
み、それぞれが今度は自らから返信を認めた。それは次
のごとく書かれてあった。
　「神聖なる高き玉座にあるポーランド王にしてリトア
ニア大公に喜びあらんことを。
　知恵深い情誼にみちたそなたの、我らへの協議の書簡
を心楽しく拝領し、読了し、検討した。我らはそなたの
誘いを退けない。むしろいっそう心楽しく返信したてま
つる。我ら自身が自らの軍勢とそなたとともにプスコフ
の町に進軍する準備をすでに調えており、じっさいに進
軍をはじめていた。そなたがかのプスコフの町について
書かれたこと、その富み栄えたることは、我らの国々で
もとうに知れわたっていた。そなたは四方を石の壁に囲
まれた、その城砦の威容について書かれているが、我ら
もこれを知っていた。たとえ、プスコフの町の石の城砦
を倍にしたとしても、１０倍にしたとしても、それほど
の城砦の堅守があったとしても、それはそなたの偉大な
る高き御名をまえにしては歯が立たない。攻城のあらゆ
る巧みさ、考え抜かれた戦略によってプスコフを征服す
ることができる。」
　みなが王にこのような賛辞の書簡を認め、送った。数
多くの国々がリトアニアの王ステパンのもとに続々と結
集した。栄えある町プスコフを攻撃するために無数の軍
勢が武装を調えていた。多くのハーン国、多くの国々が
リトアニア王ステパンのもとで気勢をあげ、栄えある町
プスコフに襲いかかろうとしていた。この町の栄光ゆえ
に多くの民族が集結していたが、それらの名前を挙げる
と以下のとおりである。リトアニア人、ポーランド人、
ハンガリー人、マゾフシェ人、神聖ローマ帝国のドイツ
人、デンマーク人、スウェーデン人、シロツク人、ブル
ツヴィツク人、リュベチ人である。傭兵はすべて合わせ
ると６万、ステパンのもとに集まったおのれの軍勢４万、
総勢１０万の軍勢40に商人が加わった。
　これらさまざまな国々の軍勢がリトアニア王ステパン
のもとに集まると、傲慢きわまりないかの王は、自らの
もとに集まってきたおびただしい軍勢を見わたし、自ら
の、神を知らぬ高慢な物思いのなかでのぼせあがり、次
のように言った。「これだけの軍勢ならば、プスコフの
町ばかりではなく、その周辺の都市をも、ヴェリーキイ・
ノヴゴロドをも、ノヴゴロドの諸領をも征服できるであ
ろう。」
　同様に、ステパンの側近のヘトマンたちも口々にこの
ようなことを言っていた。「仁慈深き君主ステパン王よ、
そなたのおびただしい軍勢を見れば、君主よ、プスコフ
の町に籠城するすべての者たちが怯えあがり、恐怖に打
ちひしがれることは必定、これだけの軍勢を相手に自分
たちの力だけでもちこたえることはできますまい。いか
なる山がこのような洪水におそわれて沈まぬことがあり
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ましょう。守りを厳重に堅めた要塞も、そなたのすばら
しい攻城兵器のまえでは敵することができないのではあ
りませんか。
　あるいは、君主よ、もっと素晴らしい話を思い出させ
てあげましょう。仁慈深き君主よ、ステパン王よ、プス
コフにいるロシアの軍司令官たち、あらゆる戦略家たち
のなかで、そなたの雄大なる知略、そなたの偉大なるヘ
トマンたちの賢慮にまさる、いかなる智謀の持ち主がい
るでしょうか。あるいは、君主よ、いかなる都市が、い
かなる籠城者たちが、かつてもいまも、我らが屈強で勇
敢で無敵の勇士たち、賢き城の攻め手を相手に辛抱する
ことができましょうか。君主よ、いまや勇ましくプスコ
フの町へと進軍なさるがよい。健やかであらせられよ。
栄えあるプスコフの町で権勢をふるわれるがよい。また、
同様に我らにたいしても仁慈深くあらせあられよ。我ら
はこれほど巨大な都市の征服のために力を尽くし、心か
らそなたにお味方するのですから。」
　このような多くの追従の言葉をみずからの相談相手か
ら聞いて王はいっそう傲慢さにとりつかれて、古代のか
の高慢なるアッシリアの王センナケリブのように、プス
コフの町への攻撃をもくろんだ。かの王はエルサレム近
在の多くの町々を自らの手中に収めたとき、高慢なる考
えにとらわれてエルサレムを望んだ。同じように、セ
ンナケリブ王は自らの多大な戦力を頼み、かくのごとく
言った。「ヒゼキヤ王が余の手からエルサレムの町を守
ることができぬばかりではない。神は、余の数え切れぬ
軍勢を防ぐことができないであろう。」この男の傲慢極
まりない放言と神を冒涜する言葉を聞いた神は、次のよ
うになしたもうたのである。
　センナケリブがエルサレムの近郊に来て町を包囲した
が、その翌朝、アッシリア王が起きると、１８万５千の
軍勢が殺されているのを見つけた。これを見たセンナケ
リブはわずかな従者を引き連れてニネベに落ちのび、そ
こで自らの子らの手によって殺された41。アッシリア王
センナケリブと同様のことが、高慢きわまりない王ステ
パンの身の上にも、神の得も言われぬお計らいによって
プスコフ近郊で起こった。このことについては、あとで
詳しく語ることにして、今は話を起こりつつあったこと
にもどすことにしよう。
　リトアニアの王ステパンは傲慢きわまる自らの玉座に
つき、みずからの近臣を玉座近くに控えさせ、どのパン
やヘトマンがどの部隊の部隊長になるか、軍勢をそれぞ
れの役割にふりわけはじめた42。
　まずは、先鋒の部隊である。先鋒には、ヴィリニュ
スの軍司令官でリトアニア大ヘトマンであるミコワイ・
ラジヴィール43、さらにヴィリニュスのパンであるオス
ターフィイ・ヴォロヴィチ44、ポーロツクの軍司令官で
あるパン、ヤン・ドロゴスタイスキ45を配置した。
　右翼。右手の戦陣には、ジェマイティアのパンであ
るヤン・ティシカ46と、リトアニアの料理官であるパン、
メルヘリ・シェメチャとを配置した。
　左翼。左手の戦陣には、リトアニアの国家主計官であ
るミンスクのパン、ヤン・グレボフと、ミンスクの軍司
令官であるパン、ミコワイ・サピエハ47と、ノヴグルド
の軍司令官であるパン、フリストフ48とを配した。
　警邏部隊。警邏部隊には、トロツクのパン、ミコワイ・
ラジヴィール49と、オルシャの長官、フィロン・クミタ50
とを配置した。
　大部隊。大部隊には、大法官であるパン、ポーランド
の大ヘトマンと、その配下の部隊長たちを配した。これ
が、すなわち、ポーランドの大部隊と呼ばれたのである。
王自身は大法官の部隊の後ろに位置した。王には、側近
たちがいた。ポーランドの軍司令官であるパン、ティシ
カと、ハンガリーのヘトマンであるベケシと、リトアニ
アの大総司令官であるパン、ミコワイ・フリシトポフ51
と、コヴェンの市長官であるオンブリフト・ラディフ52
とである。大砲を守るように命じられたのは、ハンガリー
の軍司令官、チェチェルスクの市長官であるパン、ジノ
ビエフであった。これらの大パンたちを配置につけると、
リトアニアの王ステパンは、栄えある偉大なる町プスコ
フを指して、あらたに自らのおごり高ぶった行軍を開始
した。
　誉れ高い神に救済される町プスコフでは、君主の大貴
族にしてと軍司令官たちが、リトアニアの王がプスコフ
に向っていると聞くと、以前と同様に神の教えにした
がって、プスコフの町の防衛を強化した。郷、村、守備
隊に絶え間なく使者を送り、あらゆる物の備蓄を町に運
びこむように命じた。屋敷や残った糧秣は燃やしてしま
うように命じ、敵たちに宿営の場所をあたえないように
した。村で生活している者たちは、プスコフの町に逃げ
込むように厳重に命じた。
　同じように、正教のツァーリにして君主、全ルーシの
大公イワン・ワシーリエヴィチは、リトアニアの神を知
らぬかの王が、恥知らずにも君主の先祖代々の地プスコ
フの町に、傲慢きわまりなく大いなる戦力をもって進軍
していることを耳にした。これを聞くと、ツァーリに
して君主はふたたびプスコフの大貴族たち、軍司令官た
ち、あらゆる兵士たち、プスコフ人たちに、憐れみ深く、
神の教えにしたがって、ツァーリ自らの手で文書を認め、
彼らがひるむことなく勇敢に籠城し、プスコフの町のた
めに最後の死にいたるまで不退転の決意で、リトアニア
と戦うように命じた。
　同じように、ヴェリーキイ・ノヴゴロドとプスコフの
清められた大主教アレクサンドルが自らの聖務として、
誉れの町プスコフの君主の大貴族たち、軍司令官たち、
すべての兵士たち、プスコフ人たちのもとに祝福を送り
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届けた。それと同時に、神に知恵をあたえられた医師で
あり、子らを愛する師父として、心からの憐れみによっ
て勇猛果敢に功業をおこなうべきことを命令し、祝福し、
励まし、敬虔なる高位聖職者たちとキリストに拠り立つ
輔祭たちとともに、勝利をもたらす救援の手を差し伸べ、
大主教としての自らの祈りをささげた。同様に、大主教
は清められたあらゆる修道士たち、司祭たち、輔祭たち、
教会の者たちにたいしても書簡を送った。このとき、誉
れ高い神に救済される町プスコフでは、洞窟修道院の聖
母就寝教会の位の高い聖なる聖職者のなかに、修道院長
チーホンがいた。また、神に守護されるプスコフの町
の、分離されがたい神の三位一体の大聖堂教会の主任司
祭オレクセイがいた。前述したこれらの聖職者のなかで
主だった者たち、司祭と輔祭たち、すべての教会人たち
に、聖堂のなかでたえまなく、ひるまず祈りを詠唱しつ
づけるようにと、夜となく昼となく正教のツァーリにし
て君主、全ルーシの大公イワン・ワシーリエヴィチのた
めに神に祈りをささげるようにと、聖なる大主教は書き
送ったのである。聖なる大主教は、また、正しき公平な
る主なる神が私たちの罪ゆえに正教キリスト教の全体に
たいしてくだされた怒りをおさめてくださいますように、
主なる神がいわく言い難い憐れみのまなざしを敬虔なる
場所、プスコフの町に注いでくださいますように、主な
る神がキリストを信じる民に暴虐のかぎりをつくす敵の
手に、プスコフの町をひきわたさぬようにと祈っていた。
同様に、大主教は斎戒をおこない、跪拝し、たえまなく
神に祈り、清浄、純潔、兄弟愛を保ち、あらゆる善をお
こわせるよう教え導いた。みずからの魂の子である会衆
を教え導くように命じ、平安と祝福をあたえた。
　話を戦争のことに戻そう。
　悪逆非道がおこなわれる時が近づいていた。リトアニ
アの王、ステパンが大軍を率いてロシアの国境に近づい
ていたのである。このことについて、あらゆる風聞がプ
スコフに届いていた。リトアニア王は、プスコフの町
から１００ポプリシェ 53のところにあるプスコフ領の町、
ヴォロニチに到着した54。自らがプスコフに近づいたと
知ると、ステパンは飽くことを知らぬ毒蛇のように底知
れぬ自らの咢を開き、プスコフの町を一飲みに飲みこも
うとした。大きな洞窟からはい出る獰猛な大蛇のように、
ステパンは喜び勇んでプスコフに飛んできた。黒雲のな
かで光る火花のように、配下の怪物どもとともにプスコ
フに飛んできた。プスコフに飛び来る以前に、自らの腹
のなかでプスコフの声がするのを聞いていた。配下の毒
蛇と同盟者の蛇たち、サソリらとともに、巨悪なるリト
アニアの王は嘔吐物をたらふく食ったと自慢した。この
ようにみなが、翼の生えた蛇のように、プスコフの町に
飛来して、この王の翼のような傲慢不遜によってプス
コフの町に住む人々をうち殺し、自らの毒蛇の舌によっ
て彼らを、ヒキガエルを飲みこむように殺そうと考えた。
プスコフの町にあるものをすべて、自らの地獄のような
腹のなかに詰めこんでリトアニアの国に持ちかえろうと
おごり高ぶり、生き残った人々を宝物のように自らの尻
尾につないで家に連れ帰ろうと言った。このようにこの
蛇は自らをプスコフにたいする勝利者だと考えていた。
　神に救済される町プスコフでは、君主の大貴族にして
軍司令官たち、兵士たち、プスコフ人たち、神に拠り立
つ主だった聖職者たち、教会をつかさどる高位聖職者た
ちが、これらを、すなわち、第一にかの王がプスコフの
町に近づいていること、第二に獰猛なライオンのように
彼らを一飲みにしようとしていることを聞いた。敬虔な
相談をもって、君主の大貴族にして軍司令官たちは、洞
窟修道院の院長チーホン、長司祭ルカ、主だった聖職者
たちとともに、敬虔なる十字架、聖なる奇跡を起こすイ
コン、プスコフの奇跡成就者、敬虔なる大公ガヴリル・
フセヴォロドの奇跡を起こす遺骸、そのほか多くの聖遺
物をもってプスコフの町を周回し、気持ちを高ぶらせな
がらしかるべき作法を以って神への祈りをささげた。彼
らのあとを、男も女も小さい赤ん坊も含めてプスコフの
民衆が歩き、啼泣と哀号にくれながらプスコフの町の救
済を祈った。そして、聖職者たちも戦士たちも、老若男
女すべての者たちがみな一丸となって、兄弟愛に充たさ
れ、心穏やかに知恵をたたえ、たえまなく自らの心のな
かで神に祈りを捧げ、心穏やかな知恵で聡明さを増しく
わえた。彼らは高きを望もうとせず、自らの心のなかで
傲慢さに高ぶることなく、何を望むかを誇らしげに触れ
回ったりせず、みなが一緒になって心のなかでも口に出
しても次のように言っていた。いわく、
　「我らの期待と希望、命の源なる分ちがたい三位一体
よ。われらの城壁にしてとりなし手にして守り手である、
無謬なる神の御母よ。我らの導き手にして我らについて
神にお祈りくださる方々よ、神により選ばれたすべての
聖なる方々よ、なかでも筆頭戦士である偉大なる熾天使
ミカエルと、そのすべての聖なる肉をまとわぬ天の力
よ。」
　これらの言葉と神の知恵にあふれた評議によって、神
に守られる町プスコフの籠城がはじまった。神への感謝
と万能の力による援助にたいする期待は、みなの心に功
業への志をはぐくみ、絶望と望みなさという氷はプスコ
フでは誰一人としてその心を動かさず、キリストの恩寵
の炎がみなの心を功業へと燃え上がらせ、キリストへの
信仰のために死ぬという敬虔なことを成し遂げようとす
る信仰の心は、みなの体をダイヤモンドよりも硬く鍛え
上げていた。かくのごとく、キリストの恩寵によって、
自らの位に応じ、揺るぎなく、あらゆる邪念に苦しめら
れることもなく、プスコフの人々は籠城戦への準備を整
えていたのである。
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　プスコフではふたたび、リトアニアの王ステパンが、
プスコフから５０ポプリシェのところにある近郊の町、
オストロフ（島）55近くに到着し、オストロフの町をす
でに大砲で砲撃していることを聞いた。この報に接して
も、君主の大貴族にして軍司令官たちは何の疑念も起こ
すことなく、彼らの心は何の恐怖にも苛まれることな
く、ただひたすらに神に望みをかけていた。君主の大貴
族にして軍司令官たちは、休む暇なく自らのやるべき仕
事にとりかかっていた。大砲の設置場所を決め、しかる
べき場所に大砲を配備していたのである。同様に君主の
大貴族にして軍司令官たちは、どの場所をどの軍司令官
が受けもつか、プスコフのオコリナヤ城壁の全体の持ち
場をふりわけた。同様に、小士族、銃兵隊長と銃兵たち、
そのあとにポサド地区のすべてのプスコフ人たち、ナル
ヴァの銃兵たち、すべてのプスコフ人たちを位にした
がって配置につけた。城壁全体に兵士と市民、大砲、銃
器、小銃、あらゆる防衛器具を配備して、君主の敵ども
に備えた。すべてはここに書かれたようにおこなわれた
のである。
　神に守られたる町の南の方角に黒い煙が上がった。リ
トアニアの黒い軍勢がプスコフの白い壁にとりつこうと
していたのだが、リトアニア全土の軍勢をかき集めても
プスコフの町を包囲することはできなかったであろう。
この煙は、リトアニアの軍勢がプスコフの町から５ポプ
リシェの距離に来たことを意味した56。
　リトアニア軍の到来の報を受けて、君主の小士族たち
がチェレハ川のこの場所に守備隊として駐屯していたが、
リトアニア軍がチェレハ川に来たことを見届けると、プ
スコフに逃げこんできて、君主の大貴族にして軍司令官
たちに、リトアニア軍の第１隊がチェレハに到着したこ
とを報告した。君主の大貴族にして軍司令官たちは包囲
されたことを告げる鐘を鳴らすこと、ヴェリーカヤ川の
川向こうのポサド地区を完全に焼き払うことを命じた。
そこが敵軍の陣営として使用されるのを防ぐためである。
　このように神に救済される町プスコフで籠城戦がはじ
まった。7089年（1581年）8月18日、聖なる殉教者フ
ロルとラヴルの記念日のことであった。
　そのあと、リトアニア軍はぞくぞくとチェレハ川を越
え、町の周辺にも部隊が出没しはじめた。君主の大貴族
にして軍司令官たちは、彼らにたいして出撃戦をしかけ
た57。彼らは緒戦から臆病風を吹かせて、てんでばらば
らに逃亡しはじめ、あえて町に突撃しようとはしなかっ
た。
　が、荒野の野生のイノシシのように、リトアニア王自
身が自らの軍勢全部と、8月26日、聖なる殉教者アンド
レイとナターリイの日にやってきた。この疲れを知らな
い残忍な獣は、自らの貪婪な飢えた腹を満たそうとやっ
てきて、偉大なる町プスコフが、人を寄せつけない峻険
な山のようにそびえ、その周囲の大きさもすばやく包囲
をおこなうには難しいのを見るや、ひどく心を高ぶらせ、
自らの軍勢でプスコフの町の全方位を取り囲み、包囲を
完成するように命じた。
　彼らはこのような命令があたえられたので、さらに町
の包囲をつづけた。君主の大貴族にして軍司令官たちは、
砲兵陣地から彼らに砲撃を加えることを命じた。砲兵た
ちは彼らに砲撃し、多くの部隊が彼らを混乱させ、多く
の人々を大砲で殺傷した。彼らは王のところに行き、接
近すると敵が城砦からひんぱんに射撃をし、また、遠距
離砲撃もあるので、プスコフの町の周辺で包囲をするこ
とができない旨を報告した。
　王は城壁から少し離れて森に隠れて包囲をおこなうよ
うに命じた。彼らがそこに行くと、城砦からは闇がうご
めいているように見えた。君主の大貴族にして軍司令官
たちは、大型の大砲からその場所にいる彼らに砲撃する
ように命じた。プスコフの大砲によって森は倒れ、多く
の部隊が戦死した。王にこれを報告すると、王は言った。
「余をプスコフに連れてくるよう扇動した者は誰だ？プ
スコフには大型の大砲がないと言い含めたのは誰だ？大
公がプスコフからすべての大砲を引き上げたといったの
は誰だ？その挙句、余は何を見、何を聞いているか？こ
のような飛行距離をもった大砲など、余は自軍にも持っ
ていないし、リトアニアにもないではないか！？」
　部隊の一つが行軍をやめて宿営をしはじめ、多くのテ
ントを設営した。このことについて、王の宿営はモスク
ワ街道沿い、リュトヴォ村の奇跡成就者ニコラ教会にあ
るといううわさが流れた。君主の大貴族にして軍司令官
たちは、昼は彼らに砲撃するなと命じ、昼間のうちにす
べての大砲の照準を彼らに定めておいた。多くのテント
が設営されたが、夜の３の刻がやってくると、彼らは大
型の大砲から敵に砲撃するように命じた。翌日、一つの
テントも見えなかったが、情報収集のために捕らえた捕
虜によると、多くの身分の高いパンたちが殺されたとの
ことであった。
　こうした状況を見て、王はふたたびチェレハ川に逃れ、
プロメジツァの大きな高い丘のむこうに宿営を置いた。
王は飽くことなき貪婪さを募らせて、町を攻略する謀を
実現させる場所を探し、自らのすべての側近の顧問官た
ちと談合し、その場所をヴェリーカヤ川に面した城壁の
一角、ポクロフスキエ門のあたりと定めた。この場所を
大砲の砲撃によって粉砕し、プスコフの町を攻略しよう
というのである。リトアニア勢は、この謀を実現するこ
とを堅く心に誓った。
　狡猾なるリトアニアの王ステパンは、城を攻めとる謀
を開始することを命じた。獰猛で残忍な城の攻め手たち
は、よろこんでこの城を攻めとれという命令を受け、そ
のためにあらゆる手段を尽くした。攻城戦は、インディ
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クトの最初の年である7090年（1582年）の最初の日、9
月1日にはじまった58。敵は、自分たちの陣営からスモ
レンスク大街道ぞいにヴェリーキエ門に向かって、神の
人アレクシイの教会へと塹壕を掘り、そのアレクシイ教
会から塹壕を町のほうへ、ヴェリーキエ門、スヴィヌィ
エ門、ポクロフスキエ門へと掘りすすめた。敵は三日間
で５つの大きな塹壕を掘り、さらにそれらをはすかいに
結ぶ７つの塹壕を掘った。あとで実地を歩いて勘定して
わかったことだが、敵はその塹壕のなかに大きな屋敷を
いくつもかまえていた。つまり、暖炉のある住居を、大
きいものは１３４、小さなものは９０４、造っていたの
である。大きな屋敷は、中隊長、百人隊長が出入りし、
小さい小屋は傭兵たちが居住するために建造した。この
ように地面に穴を掘り、自らの狡猾な思いつきで町の近
くまで迫ろうとしていた。塹壕は互いに連結しあって、
町の本来の堀を隔ててその向こうは城壁というところま
で掘り進んでいたのである。ずる賢く残忍で狡猾に、敵
はもぐらのように土を掘り、土をえぐり、町に迫ってい
た。こうして堀を掘りすすめて出た土で山ができ、城壁
から敵方の動きが見えないほどであった。塹壕掘りでで
きた土の山に無数の窓を開け、その窓から城を攻めとる
ためと、町からの出撃攻撃を防ぐために射撃をする態勢
を整えていた。
　そのあと、同じ9月4日に、堡籃（ほうらん）を転が
してきて据えた。第一の堡籃は、プスコフから半ポプリ
シェの距離にある神の人アレクシイ教会のあたりに据え
られ、ここを本営とすべき旨の命令がくだされた。２番
目の陣地は、その隣り、ヴェリーカヤ川の近くに堡籃に
守られて設置された。このように、二つの攻撃用堡籃が
設営された。もう一つはスヴィヌィエ門に向き合ってお
り、もう一つは角を占めるポクロフスカヤ塔に向き合っ
ており、さらに一つの攻撃用堡籃がヴェリーカヤ川を挟
んでポクロフスカヤ塔の向かい側にあった。これら全部
で５つの堡籃は、この夜一夜のうちに盛り土をして造ら
れた。9月5日にこのうちの３つの攻撃用堡籃に大砲が
曳かれてきて設営された。かくのごとくして、攻め手側
の残忍なリトアニア人たちは、攻城の準備を万端に整え、
神に救済されるプスコフの町を攻撃する武装を完成させ
たのである。
　君主の大貴族にして軍司令官たちは、プスコフの城砦
にたいするこうしたリトアニア勢の企みをすべて見て、
神にお助けを求めて祈り、また同様に、取りなし手であ
る神の御母、神への祈り手である聖者たちに祈願し、リ
トアニア勢に備えこの場所の心の守りをかためはじめた。
まず第一に、洞窟修道院修道院長のチーホンが主だった
すべての聖職者たちをしたがえ、聖なる十字架と、奇跡
を起こすイコンと、敬虔なる大公ガヴリル・フセヴォロ
ドの聖なる遺骸を押したててその場所にやってきた。そ
れは「角」となっていて、いと聖なる神の御母の、聖な
る栄えある聖堂があり、この場所の向かいに残忍なリト
アニアの城の攻め手たちが、多くの攻城用の兵器を配備
していた。この場所で彼らは神と神の御母への祈りの歌
を歌い、十字架で十字を切ってこの場所を清め、聖水を
ふりかけた。同様に、君主の大貴族にして軍司令官たち
は十字架で祝福し、聖水をふりかけ、功業のために戦闘
の準備をした。戦士たちとプスコフ人たちをキリストの
十字架の力で士気を高め、すべての者たちに功業を成し
遂げるための心の準備をさせた。
　君主の大貴族にして軍司令官たちは、この場所をあら
ゆる城壁防衛の用具で守るように命じた。石の城壁のも
う一つ内側に木の柵を設け、リトアニア勢の大砲によっ
て石の壁が打ち破られたときに備えて、あらゆる防衛手
段を講じた。大砲を備え、小士族と銃兵たちをその指揮
官たちとともに配置につけ、リトアニア勢がポクロフス
キエ門への攻撃を始めるときに戦場となる場所は、プス
コフのポサド登録銃兵に守らせた。この場所は、あらゆ
る手段を講じて守りをかためていた。同様に、プスコフ
の城砦の周辺、大オコリナヤ城壁ぞい、中ほどの市街に
ついては、各々の軍司令官が担当の城壁の守りをかため、
人員と見張りを配して監視をつづけ、昼も夜も怠りなく
攻撃に備えていた。
　このポクロフスキエの角とスヴィヌィエ門とその城壁
には、君主の軍司令官アンドレイ・イワノヴィチ・フ
ヴォロスティニン公が配置についていた。それにくわえ
て、この場所の守りに情熱を傾けていたのは、君主の大
貴族にして軍司令官のイワン・ペトロヴィチ・シュイ
スキイ公だった。同様に、すべての君主の大貴族にして
軍司令官たちが、この場所に進言のために騎馬でやって
きては助言をしていった。彼らとともに、神に守られる
このプスコフの町の君主の書記、スルメン・ブルガコフ、
アファナシイ・モルィギン、大砲官署の書記テレンチェ
イ・リハチョフが軍司令官たちのもとに進言のために馬
を乗りつけた。彼らは城の守りについて、神がだれにど
のように思いつかせるかにしたがって、神からあたえら
れたインスピレーションのままに考えたのである。企て
というものは、参加者が多ければいいというものではな
く、よき助言によって軌道に乗るものだからである。そ
して、何よりも神がお助けになることによって、よき助
言はより確実に善なる功業へとむすびつく。城砦の守り
は、あらゆる意味において、神によって堅固なものとなっ
たのである。
　リトアニア王のヘトマンで砲兵陣地の長に任ぜられて
いたパンにしてチェチェルスクの市長、イェジ・ジノ
ヴィエフ・ウゴヴェツキは王のもとに参上し、報告をお
こなった。「君主にして王ステパンさま、すべての攻城
兵器の準備が整いました。大砲は準備を完了し、城砦を
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砲撃するに都合のよい場所に設営されました。」王はこ
れを聞くとうれしくなり、パン、イェジ・ウゴヴェツキ
に大砲から城砦を砲撃し、プスコフの城砦を征服するた
めに、何か所も城壁に大きな穴を貫通させるように命じ
た。この男は王からの命令を受けとった。
　敵方は、同じ月、9月7日、木曜日、昼の１の刻に３
つの砲兵陣地の２０の大砲から、砲撃をはじめた。町へ
の砲撃は間断なく一日中、夜までつづいた。同様に、翌
朝も５時間にわたりたえまなく大砲から町に向かって砲
撃し、町の城壁を２４サージェニ59にわたり、地面にい
たるまで打ち壊した。サヴィナヤ塔は片側半分が地面
まで崩れ落ちた。損傷を受けた城壁の長さは、６９サー
ジェニであった。こうした破壊の結果、多くの場所で城
壁に穴があいた。敵方は、これを王に報告した。王はこ
れをはなはだ喜び、みずからのヘトマンたち、部隊長た
ち、傭兵たち、あらゆる兵士たちに自分のもとに参集す
るように命じた。
　これらの者たちは、王のもとに参集した。かくして、
リトアニアの王ステパンは、自らのおごり高ぶった王座
に腰をかけ、自らのヘトマンたち、偉大なるパンたち、
自らの序列の高い百人隊長たち、すべての部隊長たち、
あらゆる兵士たち、城の攻め手たち、傭兵たち、すべて
の者たちを自らのもとへ昼食に呼んだ。昼食後、プスコ
フの町を征服する準備をするように命じた。彼らは喜び
誇らしげに王のもとに集まり、勇ましく誇らしげに言上
していわく、「君主にして王よ、いま我らは憐れみとい
たわりによって、そなたの軍旅において午餐をとり、宴
を催しました。今日は、君主よ、夕食はそなたとともに
プスコフの城砦のなかでとり、偉大なる素晴らしい町プ
スコフの征服を記念してそなたの健康を祝したいもので
す。」
　王はこれを聞き、すべてのヘトマンたち、部隊長たち、
あらゆる兵士たちにたいして贅を尽くした食事を給仕し、
愛想よく、かならずや最終的に城を攻めおとしてくれよ
と懇願しつつ、媚びへつらうように言葉をかけ、陥落の
暁には、自らの憐れみとねぎらいをあらゆる兵士たちに
示す用意があると約束し、プスコフの富、捕虜、分捕り
品を位階にかかわらず彼らと分かち合うつもりだと言っ
た。彼らは王にたいして答えて次のように言った。いわ
く、「君主よ、今日中にかならずやプスコフの城砦を我
らが盾のうちに納めて見せましょう。あるいは、君主よ、
やつら自らがそなたのお名前に屈服するでしょう。そな
たの数限りない軍勢と賢慮めでたき城攻めの巧者に敵す
ることはできないでしょう。」かくして、リトアニアの王、
ステパンは、自らのヘトマンと部隊長たちを、プスコフ
を征服するために放ったのである。
　同じ月、9月8日、神の御母生誕の祝日、その日は曜
日でいえば金曜日だったが、昼の５の刻に、リトアニア
の軍司令官、部隊長、すべての城の攻め手たち、傭兵た
ちは勇んで喜び勝利を確信しながら、プスコフの町を征
服せんと進軍した。
　君主の大貴族にして軍司令官たち、あらゆる兵士たち、
プスコフ人たちは、王たちの陣営から夥しい軍勢が旗を
掲げて町のほうに進軍し、あらゆる塹壕にところ狭しと
リトアニアの傭兵たちがひしめき合っているのを見ると、
崩落した場所に城攻めの軍勢が突撃してくるのだと気づ
いた。中ほどの市街の城壁にあるゴルカの大ワシーリイ
教会で籠城の鐘を鳴らし、まもなくリトアニアの軍勢が
街に突撃をしかけることを、プスコフの大多数の人々に
知らせた。君主の大貴族にして軍司令官たち自らは、配
下のあらゆる兵士たちと銃兵たちとともに命ぜられたと
おりの持ち場で、臨戦態勢に入っていた。彼らは、多く
の大砲から多くの部隊に砲撃を加えるように命令した。
大砲から敵部隊に絶え間なく砲撃がおこなわれ、部隊の
多くの者が殺された。数知れぬ多くのリトアニア兵たち
が大砲によって殺され、戦場に倒れていた。しかし、彼
らは執拗かつ大胆不敵かつ意欲に満ちあふれて町に向か
い、自らの怪物のような力で、海の波のように迫ってきた。
　命の源たる三位一体の主聖堂で、主だった聖職者たち
が大いに嘆き、涙にくれ、号泣しながら祈禱をおこない、
プスコフの町の救済を神に祈った。プスコフの町の人々
は妻と子らに別れを告げ、みなが崩落した場所に駆けつ
け、一致団結して敵との戦いに備え、キリストの信仰の
ために戦い抜くことを、たがいに屈することなくプスコ
フの町のために、自らの家のために、妻のために、子ど
もたちのために死ぬることを、心の底から神に約束した。
　彼らはこのような状況であったが、同じ日の６の刻に、
おびただしい量の水がざわめくように、すさまじい雷が
轟くように、数知れぬ軍勢が金切り声をあげながら、瞬
く間にすばやく、楯や、武器や、火縄銃や、無数の槍ぶ
すまで身を守って、城壁の崩落した場所に殺到してきた。
　君主の大貴族にして軍司令官たちは、多くのあらゆる
軍勢とともに同じように神に助けを求めながら、キリス
トの言葉で雄たけびをあげ、ロシア語の合言葉を叫びな
がら、城壁に駆けつけ、敵方と激しく衝突した。リトア
ニアの無数の軍勢は、おびただしい量の水のように、城
壁へと流れこんだが、多くのキリストの兵士たちは、天
空の星のように、ひるむことなく敵に立ち向かい、敵勢
が城壁によじ登るのを許さなかった。すさまじい雷のよ
うに、騒めきは高まり、両軍の多くの軍勢の叫び声は、
とても口では言えないありさまだった。プスコフの軍勢
はリトアニアの軍勢に城壁に登らせなかったが、リトア
ニアの無法な軍勢は執拗に厚かましくも城壁によじ登ろ
うとした。
　リトアニアの大砲によって貫通させられた城壁の穴は
非常に大きく、馬に乗ってさえ城壁のうえを越えられる
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ほどであった。崩落した場所は、ポクロフスキエ門やス
ヴィヌィエ門のあたりにもあり、陰に隠れてリトアニア
の砲撃から身を守るもの、身を隠すものは何も残されて
いなかった。崩落した場所ではリトアニアの軍勢による
城攻めへの防ぎのために、城壁の内側にたくさんの武器
を備えつけられた木製の壁があった。だが、この木製の
壁はこのとき、リトアニア人たちの大砲からたえまなく
雨あられと降りかかる砲撃のために完成からはほど遠く、
ただ基礎部分ができていただけであった。
　このために多くのリトアニア人兵士たちがプスコフの
町の城壁に飛びのり、多くの部隊長、傭兵たちが自らの
軍旗を携えてポクロフスキエ塔とスヴィヌィエ塔によじ
登り、自らの楯のかげや砲眼からキリスト教徒の軍勢め
がけて、たえまなく射撃した。最初に城壁に飛びうつっ
たリトアニアの攻城勢は士気が高く、獰猛で鉄の甲冑で
身を堅め、完全武装をしていた。が、君主の大貴族にし
て軍司令官たちはあらゆるキリスト教徒の軍勢たちと、
不屈の意志をもって、ねばり強く、後れをとることなく、
果敢に勇気をもって戦い、断固として敵方に町への侵入
を許さなかった。
　人々におだてられたリトアニアの王ステパンは、自ら
の部隊長、有能な城の攻め手、傭兵たちが城壁をよじ登
り、すでに塔のうえに旗をもって立っているのを見ると、
町の人々に向ってたえまなく砲撃し、町の征服への道に
横たわる障害物を除きながら、得もいわれぬ喜びに満た
され、町を征服するという期待が実現すると考えていた。
王自身が町に近寄り、町から１ポプリシェのところにあ
る、偉大なるキリストの殉教者ニキータの聖堂のあたり
で立ち止まった。同様に彼の側近たち、その寵愛を受け
ている廷臣たちが、喜び勇んで王のもとに進み出て、期
待にあふれつつ追従して次のように言った。「我らが君
主、憐れみ深い王ステパンよ、陛下は栄えある町プスコ
フの真の征服者となり、勝利者となり、讃えられました。
私どもは陛下の大いなるご寵愛を忝（かたじけな）く頂
戴し、私たちをプスコフの城砦へと進発させ、派遣して
くださるように願い奉ります。また、そなたのまえで部
隊長たちがお誉めにあずかりますように。私たちは従者
たちと一丸となってプスコフの町を征服したのですか
ら。」
　王は自らの廷臣と側近たちから、この者たちが喜んで
自らの意志でその欲望を実現したがっているのを聞くと、
大いなる歓喜に満たされた。王は、彼らにまるで自らの
兄弟に向うかのように、上機嫌な顔と喜びにあふれた心
臓で答えた。「余の親友たちよ、そなたたちがこのよう
な友愛にあふれた決意を知らせてくれるのなら、余はそ
なたたちとともに行こう。そなたたち、自らの友人たち
に後れをとるまい。」
　彼らは王に答えていわく、「君主にして王たるステパ
ンよ、陛下は、プスコフのごときかくも偉大なる町には、
偉大なる皇帝、あらゆる世界の統治者、マケドニアのア
レクサンドルが偉大なる都、ローマに入場し、栄えある
入場式を行った時と同じように、王らしく堂々と華やか
に入場しなくてはなりません。君主よ、私たち、そなた
の奴隷は、ローマの奴隷がアレクサンドル皇帝を迎えた
ように、偉大なる町プスコフでそなたをうやうやしく出
迎え、勝利をたたえる歌を歌い捧げ、プスコフの無限の
富をみな陛下の入場のために準備しましょう。また、同
様に、ロシア大公によってプスコフの守りに任ぜられた
君主の大貴族にして軍司令官たちを捕虜にいたしましょ
う。いいえ、君主よ、そればかりではありません。数多（あ
また）あるロシア皇帝の宝のなかでもっとも価値ある二
人の大貴族にして軍司令官をも生け捕りにしましょう。
一方は、プスコフの町の最高軍司令官、偉大なるヘトマ
ン、ワシーリイ・フョードロヴィチ公であり、もう一方
は、栄えある屈強なる揺るぎなくかつ偉大で勇敢なるヘ
トマン、イワン・ペトロヴィチです。ロシアにおいても
我らのもとでも名声の高い、この二人のシュイスキイを
縛ってそなたのまえに差し出しましょう。君主よ、そな
たは彼らの不服従ゆえに、彼らにたいしても、あらゆる
軍司令官たちにたいしても、お望みのようにふるまうが
よいでしょう。」王はこれを聞き、喜んで彼らをプスコ
フの町の城壁へと進発させた。そのとき、彼らに申しつ
けていわく、「友よ、余は、そなたたちの心温かき予言
のごとくいままで事が成就してきたこと、いままさに成
就しつつあることを知っている。そなたたちがやりたい
ようにふるまうがよい。何物もいまだかつて、そなたた
ちとそなたたちの意志に反して成ったことはないのだ。」
　このようにして選りすぐりの城の攻め手たち、王近親
の貴族たちが２千名集まった。彼らは、穴のあけられた
場所からスヴィヌィエ門に押し寄せて、銃眼からキリス
ト教徒の民衆、その義勇軍に射撃した。大きな雨雲から
無数の滴が落ちてくるように、火縄銃の銃弾が人々に降
りかかり、ヘビの二股の舌のようにキリスト教徒に致命
傷をあたえた。同じように、ポクロフスキイ塔にも、城
壁に穴の開いたすべての場所でも、リトアニア勢は無理
押しに押しまくり、その場所からロシアのキリスト教の
軍勢を追い払い、町の征服へいたる道を切り開こうとし
た。
　君主の大貴族にして軍司令官たち、あらゆる兵士たち、
プスコフ人たちは同様に、彼らにたいして頑強に勇気を
もって戦い持ちこたえた。ある者たちは城壁のもとで槍
をもって戦い、銃兵たちは銃で彼らに射撃し、小士族た
ちは弓を射た。また、ある者たちは彼らに石を投げた。
ある者たちはあらゆる手段でプスコフの町を救おうとし
た。同様に、彼ら目がけて大砲からたえまなく砲撃し、
いかなる手段をもってしても町へは一歩も足を踏み下ろ
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させなかった。リトアニアの軍勢はねばり強く執拗に城
壁から、塔から、銃眼からロシアの軍勢にたいして途絶
えることなく砲撃した。リトアニアは兵を交代させなが
ら戦い、「プスコフの町を占領しよう！」と言った。リ
トアニアの王は彼らに頻繁に使いを送り、プスコフの町
を占領できたかと訊ね、リトアニアのヘトマンたち、部
隊長たち、すべての軍勢たちに厳しい命令をくだして督
戦した。
　神に救済される町プスコフでも同様に、君主の大貴族
にして軍司令官たちが、愛と涙をもって自らの軍勢を戦
闘に駆りたて、キリストの軍勢は全知全霊をかたむけて
挫けることなく彼らと戦った。キリスト教徒の頭が小麦
の穂のように引き抜かれるのを見ることはつらかったが、
このように彼らはキリストの信仰のために息絶えたので
ある。また別の味方の多くの者たちはリトアニアの兵器
によって負傷し、疲労困憊のために力尽きようとしてい
た。その日のその時刻は、太陽が照りわたって暑かった。
しかし、彼らは神の庇護と神への期待とでしっかりと武
装していた。
　神に救済されるプスコフの町では、町じゅうで、そし
て、命の源なる三位一体大聖堂のなかで、多くの者たち
がたえまなく涙とため息とともに、神よ救いたまえと
祈っていた。命の源なる三位一体聖堂の主だった聖職者
のもとに、リトアニアの軍勢が城壁のうえと塔のなかに
入り、軍旗をもって歩き、町に向って発砲し、自らの進
入路を掃射しているという知らせが届いた。そのとき、
洞窟修道院院長チーホン、長司祭ルカ、キリストに拠り
立つすべての者たち、神に救済される町プスコフの司祭
と輔祭はじめ聖職者たちがこれを聞いて、止めることの
できぬ声で叫びをあげ、両腕をいと清き聖像にさしのば
して膝を落とし、大河の流れのように涙で教会の大理石
の床を濡らし、神の御母にプスコフの町とそのなかに生
きる人々の救済を、憐れみを乞うて祈った。同じように、
身分の高い女たちが立ちどおしで祈りを捧げるために聖
堂教会に集まり、叫び、うめき声をあげ、自らの胸をた
たき、神と聖なる神の御母に祈りを捧げ、手すりと床に
身を打ちつけ、祈りの叫びをあげていた。同様に、神に
救済される偉大なる町プスコフでは、家ごとに女たちが
自らの子供たち、赤ん坊たちと家に残り、聖像のまえで
憐れみを乞うて泣き、声をあげて号泣し、自らの胸をた
たき、神の御母とすべての聖者たちに助けを求めて呼び
かけて祈り、神に自らの罪を悔いあらため、プスコフの
町の救済のために祈った。神に救済されるかの町、プス
コフのあらゆる通りのいたるところで、大きな叫び声が、
数限りないうめきが、口に言い表すことのできぬ啼泣が
聞こえた。
　リトアニアの軍勢は、ねばり強く頑強に無理押しに
押しまくっていた。彼らは言った。「友よ、来るがよい。
その不服従ゆえにプスコフに生きるすべての者たちを根
絶やしにしようぞ。プスコフの町で、キリストの名が口
にされることがないように。なぜなら、死の影が連中を
覆い、我らの手から連中を救う者はいないのだから。」
　主の力を告げ知らせるのは誰か。耳に届くように主を
讃えるのは誰か。次のように言われている。「いかに幸
いなことか。主を畏れ、主の道に歩む人よ。あなたの
手が労して得たものはすべてあなたの食べ物となる60。」
「諸国の民よ、これを聞け。この世に住む人々は耳を傾
けよ。人の子らはすべて豊かな人も貧しい人も61。」正
教キリスト教のすべてのロシアの国々よ、そなたたちは
我らと苦しみを共にし、自らの神への祈りによって我ら
を助けた。神に讃えられたプスコフの町、真実に私は言
うが、神に救済される定めの町プスコフに来るがよい。
ともに聖なる三位一体を讃え、偉大なるものとしよう。
厳かに次のように言おう。「神は我らの避けどころ、我
らの砦。苦難のとき、必ずそこにいまして助けてくださ
る。我らは決しておそれない62。」真実に私は言う。我
らはおそれていない、と。預言者たちが言っていたよう
に、「大いなる主、我らの神の都にある聖なる山で、限
りなく賛美される主。主がその都を守られるとき、我ら
は困難のなかで神を知る63。」我らが謙虚な心でいると
き、主は我らを思い出され、地上の王たちが神に救済さ
れる町、プスコフにともに集い、ともに言う。「神が彼
を捨て去ったら、追いつめて捕えよう。彼を助ける者は
もういない64。」
　貴様、呪われたる傲慢きわまりないリトアニア民族の
長よ、恥知らず（オボトゥール）なステパンよ。貴様は貴
様のすべての能無しの軍勢とともにいる。呪われたる者
よ、どの口が「助ける者はいない」と言えるのか。「万軍
の主は我らと共にいます。ヤコブの神は我らの砦の塔65。」
神は讃えられる三位一体の神、唯一なる神、３つの名に分
かれるが同じ１つの本質で捉えられる神、父と子と聖霊よ。
我らは神に期待し、望みをかける。
　恥知らずなステパンよ、我らは、無法なる自らの異
端のなかでこの神を知らぬ貴様とは、わけがちがうの
だ。貴様は天まで舞いあがり、おのれの無知に望みを託
し、自らの軍勢の多きを鼻にかけて、このプスコフまで
攻め寄せた。だが、待て、呪われた者よ、おのれの軍勢
に何が起こったか、見るがよい。貴様の傲慢きわまりな
いプスコフの町への書簡で貴様が述べたように、「助け
る者はいない」という言葉が何を意味したのかをよくよ
く噛みしめるがよい。この報いに貴様が受け取ったもの
は辱めだ。貴様はおのれのすべての軍勢とともに、思い
上がりの極みから地獄の底へと転げ落ちたのだ。「主は
我らの謙虚さを覚えられ、我らを我らの敵から救いたも
うた66。」そして、我らの神はおのれの僕たちの祈りを
聞き入れられ、主が自らの宝をご覧になり、自らの僕た
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ちに自らの偉大なる仁慈をお示しくださったときに、言
葉にできぬ主自らの仁慈の手招きによって、神のご意志
が実現されたのである。
　ポフヴァリスキイ塚の巨大な大砲バルスから、サヴィ
ナヤエ塔に向って砲撃が行われたが、的にものの見事に
命中し、そのとき、塔で多くのリトアニアの兵士たちが
殺された。これに加えて、君主の大貴族にして軍司令官
たちは、サヴィナヤ塔のあたりにたくさんの火薬を運び、
それに火をつけるように命じた。そのとき、すべての傲
慢きわまる王の側近の廷臣たち、それはすでに述べたよ
うに、先に自分たちがプスコフの町に入って王を出迎え、
君主の大貴族にして軍司令官たちを縛って王のまえに差
し出すと追従を言った者たちだったが、彼らは神の深い
計らいで、縛ると公言したまさにそのロシアの大貴族に
して軍司令官たちによって、サヴィナヤ塔付近のプスコ
フの城壁の砕かれた石に押しつぶされて、石と一緒に山
をなし、プスコフの城壁の近くに自分たちの身体でもう
一つの塔を建てたのだった。そして、この王の筆頭の廷
臣たちは、かつてはロシアの大貴族にして軍司令官を
縛って王に差し出すと公言していたが、いまはそのロシ
アの大貴族にして軍司令官たちによって、スヴィナヤ塔
の付近で最後の復活の日まで緊縛され、自らの身体でプ
スコフの大堀を埋め尽くしたのである。
　「余の貴族たちはすでに城砦のなかに入ったか」と王
が従者に聞いたのち、この者らについて、王に最初の知
らせが来た。王には次のように答えていわく、「城砦の
近くでございます。」王は訊いた。「すでに余の貴族たち
は、城砦を越えて町のなかを行軍し、ロシアの軍勢を撃
ち殺しているか。」王に答えていわく、「君主よ、あなた
の貴族たちはみな、スヴィヌィエ塔で殺され、その遺骸
は堀で焼かれました。」そのとき、王はあやうく自らの
剣に手をかけるところであった。私にはそう思われるの
だが、狂乱した者、とりわけ不信心者にしばしばあるよ
うに、彼の心は張り裂けそうだったのである。
　かくして、王はふたたび怒りを燃えたぎらせてポクロ
フスカヤ塔とすべての崩落した場所に部隊長たちとすべ
ての城の攻め手たちを送り、ねばり強く不退転の覚悟で
プスコフの町を征服するように命じた。君主の大貴族に
して軍司令官たちは、敵方が執拗に臆せず砲撃し、ねば
り強く城攻めをつづける一方、味方の多くの軍勢が打ち
殺されたり、負傷したりして戦闘能力を失っているのを
見てとると、動揺することなく神にのみ望みをかけ、命
の源なる三位一体聖堂教会に遣いを送り、偉大なる希望
にあふれた救済と、聖なる奇跡を起こすイコンと、敬虔
なる偉大なる公、プスコフの奇跡成就者、敵からの救済
者ガヴリル・フセヴォロドとを求め、崩落した場所の近
くにイコンとその遺骸を運んでくるように命じた。
　テミル・アクサク帝の攻撃を受けたとき、至聖なる神
の御母の、奇跡を起こす聖なるイコンが、ウラジーミル
からツァーリの君臨するモスクワに移されたように67、こ
こ、神に救済される町、プスコフではポーランドの王の
ために同様なことが起こったのである。
　かの地では、びっこ（コルトィリ）68という名の者が、
この地では、恥知らず（オボトゥール）というあだ名の
者が攻め寄せたのである。かの地では、ウラジーミルの
イコンであり、この地では、洞窟のイコン69だったので
ある。かの地では、聖なるイコンがまさに聖母就寝の祝
日にウラジーミルからモスクワにもたらされた。まさ
にその日、テミル・アクサクは辱めを受け、いと聖なる
イコン画像に恐れをなして、すべての軍勢とともにモス
クワから、すべてのルーシの地から逃げ去ったのである。
一方、この地、その名も高き栄えある町プスコフでは、
まさに聖なる栄えある神の御母の生誕の祝日に、洞窟修
道院のいと聖なる神の御母の就寝の、聖なる奇跡を起こ
すイコンが、生の源なる三位一体の聖堂から、ほかの奇
跡を起こすイコンとともに、敬虔なる公ガヴリル・フセ
ヴォロド公の遺骸が、そのほかの聖遺物とともに、崩落
した場所へと運び出された。
　このとき、プスコフの町では人知れず、崩落した場所
で慰めが沸き起こっていた。
　リトアニア勢は町の城壁のポクロフスカヤ塔や崩落し
た場所あたりで、ロシアの軍勢と執拗に戦い、君主の大
貴族にして軍司令官たちは、プスコフにいるすべてのキ
リストに拠り立つ軍勢とともに、リトアニア勢と立ち向
かい、リトアニア勢にプスコフの町への進入路をつくら
せなかった。すでに私が述べたように、聖なるイコンが
崩落した場所に来たが、そのとき、聖なるイコンの憐れ
みのご意志であるかのように、馬に乗った使者が走って
到来した。それは、ごくふつうの人間の兵士ではなく、
姿かたちも為すこともどす黒い目に見えない敵たちに立
ち向かう、キリストの戦士であった。
　その一人は、洞窟修道院の執事僧でフヴォストフとい
う姓をもつアルセーニイであり、もう一人は、聖母生誕
スニェトゴルスキイ修道院の出納係の修道士イオアン・
ナウモフであり、もう一人は修道院長マルチーリイであ
り、この人はプスコフの町じゅうに知られていた。ここ
で名前をあげた修道士たちは、肉の生まれは小士族であ
り、世俗にいるときは、戦闘に長けた兵士であった。こ
のために、私たちが先に見たように、両軍が盛大な流血
沙汰をおこなって、君主の大貴族にして軍司令官たち、
すべてのキリストの軍勢が大きな声で叫んでいる、あの
崩落した場所で、神の賢い思し召しにより信仰と敬虔な
る祈りのゆえにこの修道士たちは、憐れみの聖なるイコ
ンの顔からのごとく言った。「恐れてはならぬ。ねばり
強く持ちこたえよう。リトアニア勢のなかにともに突撃
しよう。なんとなれば、神の御母が、憐れみととりなし
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とすべての聖者たちとともに、我らのもとに助けに来て
くださるであろうから。」
　かくのごとくして、君主の大貴族にして軍司令官たち、
すべてのキリストの軍勢は、神の御母がすべての聖者た
ちとともに助けに来てくださるという彼らの声を聞くと、
この知らせと同時に、神の御母のおとずれが憐れみを
もって彼らを覆い、すべての正教キリスト教徒たちを助
けに来てくださった。疲労困憊していた者たちの心はダ
イヤモンドより硬く定まり、すべての者たちはともに戦
意を高揚させた。かくのごとくして、すべての人々は心
を一つにして神の御母の憐れみをいただき、このお助け
で身の守りを堅めて、声を一つにして神の御母にお助け
くださいと呼びかけた。そして、君主の大貴族にして軍
司令官たちは声を一にして叫び、彼らとともに先ほど述
べた修道士たちとあらゆるキリストの軍勢は言った。「友
よ、今日、我らはキリストの信仰のために、我らが正教
の君主にしてツァーリ、リトアニアの手から我らを救う
全ルーシの大公イワン・ワシーリエヴィチのために死の
うではないか。我らが君主のプスコフの町を、ポーラン
ドの王ステパンの手にはわたすまい。」
　同様に、プスコフの偉大なる守り手ガヴリル・フセ
ヴォロドヴィチ、彼とともにドヴモント70と、キリスト
ゆえの佯教者ミクラ71に、自らの心のなかで助けにきて
くださるように祈った。すべてのキリストの軍勢はいっ
せいに城壁の、崩落した場所のリトアニアの軍勢めがけ
て突進した。かくして、神の憐れみといと聖なる神の御
母と偉大なる聖者たちの祈りととりなしにより、崩落し
た場所で味方はリトアニア軍をうち破った。キリストの
恩寵により、リトアニア勢の足がプスコフの城砦のうえ
に立っていた場所は、ふたたびキリスト教徒の軍勢が取
り返し、リトアニアの軍勢は町の向こうへと追い払われ、
いまだポクロフスカヤ塔に残った者たちは殲滅されたの
である。
　神がリトアニアへのキリスト教徒の勝利をお示しにな
り、崩落した場所からリトアニア兵たち、部隊長たち、
傭兵たちを追い払われたとき、キリストの恩寵はつつみ
かくさずプスコフの町のあちらこちらに残っていた女た
ちに伝えられた。プスコフの町じゅうに次のような知ら
せが駆けめぐった。「神は町の城壁からリトアニア人を
追い払い、うち殺した。そなたたち、町に残った女たち
には、リトアニアの砲兵陣地に駆けつけ、リトアニアの
残兵たちを城壁から追いはらい、うち殺すように命ぜら
れている。」
　そのとき、家ごとに残っていたプスコフのすべての女
たちは、知らせを受け取ると、悲しみのなかでほんの少
しだけ敬虔な歓びを覚え、女としての弱さを忘れ、男の
強さに満たされて、みなはまもなくそれぞれの屋敷から
おのおのの力に見合った武器を携えて出た。若い女や中
年の女で体の強い者たちは、リトアニア人たちに攻撃
を加えるための武器を、年老いた女で体の弱い者たちは、
手に短い小さなロープをもち、話によれば、そのロープ
でリトアニアの大砲を町に引っ張ってこようと考えたの
だった。すべての者たちは、われさきにと崩落した場所
に駆けつけた。大勢の女たちが崩落した場所に走って集
まってきたので、キリスト教徒の軍勢は大いに助けられ、
敵の重圧から逃れることができた。私がすでに述べたよ
うに、女たちのなかで頑健な者たちは男性に負けず劣ら
ず勇敢にリトアニア勢と戦い、リトアニア勢を圧倒した。
また一部の女たちは石を兵士たちにもってきて、その石
でリトアニア勢を町から追い出し、町から遠くに追い
やった。また別の者たちは、戦い疲れて渇きで憔悴して
いる者たちに水をもってきて、水で彼らの熱しきった心
臓を癒した。
　それは金曜日、いと清き神の御母の生誕の祝日のこと
だった。晩が近づいたころ、まだポクロフスカヤ塔にこ
もっていたリトアニア兵士たちが、町のキリスト教徒た
ちを射撃した。君主の大貴族にして軍司令官たちは、ふ
たたび神に助けをもとめて祈り、キリスト教徒の声で叫
び、男たちと女たちが一丸となって、ポクロフスカヤ塔
のリトアニアの残兵に向って突撃を敢行した。だれが何
の武器を持ち、どのように突撃したかは、神がお定めに
なった。火縄銃で射撃する者たちもいれば、石でリトア
ニア兵を打ち殺す者たちもいた。熱湯を彼らに浴びせか
ける者たちもいれば、たいまつに火をつけ、それを敵
に投げつける者たちもいた。あらゆる攻撃手段が思いつ
かれたのである。その場所、塔のしたに火薬をもってき
て火がつけられた。神のお助けにより、ポクロフスカヤ
塔に残っていたリトアニア勢はすべて殲滅され、キリス
トの恩寵によってプスコフの石造りの城砦から、けがら
わしいリトアニア勢は一掃されたのである。夜が来ると、
神の仁慈により、恩寵の光が輝き、彼らを城砦から町の
向こうに追いやった。
　かくしてリトアニア勢は町から宿営へと逃げた。町か
らキリスト教徒たちが敵を追って出撃し、彼らを殺しな
がら、追撃した。プスコフの堀で追いついた者たちは殺
し、多くの者たちを生きながら捕らえ、もっとも身分の
高い捕虜たちが、太鼓やラッパや軍旗や武器とともに、
町にいる君主の大貴族にして軍司令官たちのもとに連行
されてきた。そして、味方はふたたびみな無傷で、大勝
利とおびただしい富とともにプスコフに帰還し、リトア
ニアの武器、高価で性能のよい銃、さまざまな種類の火
縄銃が数限りなく運びこまれた。かくして、神の恩寵
と、神の聖三位一体の名状しがたい憐れみと、いと清
き神の御母の祈りと祈禱により、聖なる栄えある神の御
母の生誕と、あらゆる聖なる偉大な奇跡成就者たちの祝
日に、偉大なる町プスコフは救済されたのである。神は、
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その夜の３の刻に、キリスト教徒たちの軍勢にたいして、
傲慢で無法なるリトアニアへの偉大なる勝利をお示しに
なった。
　君主の大貴族にして軍司令官たち、主だったすべての
聖職者たち、あらゆる正教のキリスト教徒たち、男たち、
女たち、すべての子どもたちはこれを見て、いと聖なる
神々しい命の源なる分離しがたい三位一体の、えも言わ
れぬ名状しがたい神の憐れみに気づき、我らキリスト教
徒の希望をかなえてとりなしてくださるお方、戦いにお
いて強い守り手、真実なる神の御母、永遠の処女マリア
と、すべての聖なる偉大な奇跡成就者たち、聖なるロシ
アの地全部の取りなし手たち、なかでも、偉大なる燈明、
栄えある名高きプスコフの町の偉大なる取りなし手、敬
虔にして偉大なる公ガヴリル・フセヴォロド、彼ととも
にドヴモント公、キリストゆえの佯狂者ミクラと、すべ
ての聖者たちが祈りと祈禱を捧げてくださっていたこと
を知り、えも言われぬ歓喜に満たされ、大いなる感謝を
神に捧げた。大いなる働きのあとで、君主の大貴族にし
て軍司令官たち、キリスト教徒の軍勢はしばしの休憩を
とり、勇敢なる勝利の汗を拭ったのである。
　かくのごとくして、君主の大貴族にして軍司令官たち
は、すべてのキリスト教徒の軍勢とプスコフ人たちを深
い知恵によって教え導きながら、次のように言った。
　「兄弟たちよ、今日のこの日は我らにとって、啼泣と
歓喜と勇敢さと勲（いさお）しの日であった。啼泣は、
我らの罪のゆえに神が我らに試練をあたえるために起
こった。歓喜は、キリストの信仰のために、父祖の掟の
ために死を賭して戦っているために授かった。いま、勇
敢さと勲しのときが来ようとしている。すでに我らがは
じめたように、神に祈り、懸命に戦い、我らにたいする
かくのごとき偉大なる神の慈悲をみて、偉業を成し遂げ
よう。『我らの強き敵はたおれ、無力な我らは力を帯びた。
貪欲な者たちはパンを失い、我らは神の仁慈ゆえに恵み
に満ちる72。』あるいは、さらに、『主なる神は我らの罪
を覚えず、正しき自らのそれにふさわしい憤怒を取り除
けてくださる73。』
　神の大いなる仁慈、善きはじまりを見て、我らは幸福
なる終結を望む。ある者たちが傲慢なるリトアニア人の
気質として述べていることだが、連中はもしも最初に間
違いを犯したならば、あとになって焦って行動する。我
らはキリストの恩寵とその名において、キリスト教徒で
あると称している。聖なるキリストの信仰のために、我
らが正教の君主、ツァーリにして全ルーシ大公イワン・
ワシーリエヴィチのために、その君主の子供たちのため
に、我らの君主のために死ぬ覚悟を堅めようではないか。
心のなかで悪い考えに耽らず、物思いのなかで恐怖や絶
望にとらわれることがないように。なぜなら、君主には
打ち勝ちがたい武器があるからである。そして、彼らは
生を生みなす十字架に接吻した。いわく言い難いキリス
トの唇が、聖なる福音書が述べている。『人は、たとえ
全世界を手に入れても、自分の命を失ったら、何の得が
あろうか。自分の命を買い戻すのに、どんな代償を支払
えようか74。』」
　このようなじつに雄弁な言葉で、君主の大貴族にして
軍司令官たちは、真実のキリスト教の守護者として、配
下の軍勢に語りかけたのである。
　キリストを愛する軍勢はこれを聞くと、啼泣し涙を流
しつつ、神の御心にかなうように奴隷のごとくつつまし
やかに次のように答えた。
　「我らは我らの父祖の代からキリスト教徒でした。我
らはキリストの信仰のなかで生まれました。そして、い
ま、キリストの信仰のために死ぬる心の覚悟ができてい
ます。神にすがってやりはじめたことを、姑息な手段を
使わず成し遂げましょう。」
　そして、キリストの恩寵によってかくのごとく事は
なったのである。
　そのあとで、古代の殉教者たちのように、惨たらしい
リトアニアの軍勢の手によって、キリストの信仰のため
に受難した、勝利に貢献した勇者たちを葬ることを命
じた。最初の大きな突撃以後、戦死した者たちの数は
８６３人を数えた。負傷した者たちは、国庫の費用で手
当てすることが命ぜられた。最初の激しい突撃において、
負傷したものの数は、総数１６２６人であった。
　リトアニアの傲慢きわまりない王ステパンは、自らの
欲望が満たされず、自らのリトアニアの軍勢が大いなる
辱めと恥辱を受けつつ町から逃げ帰ってきたのを見てと
ると、王自らが大いなる恥辱に満たされて、自らのヘト
マンと部隊長たちと会おうとしなかった。同様に、ヘト
マンたちも王への羞恥と王への抑えがきかない自画自賛
の念とのために、王の御前に参上することができなかっ
た。そのうえ、王は、その偉大なるハンガリー人のヘト
マンで寵愛されていたベケシュ・カブルが、プスコフ近
郊で戦死したことを聞いた。そのほかに、リトアニアの
国の偉大なる誉れある戦士たち、パン、ステパン、パン、
マルトィン、パン、ゲネフ・パヴロフ、パン、ヤン・シ
オス、パン、デルト・トマス、パン、ベレドニク、その
ほかの多くの偉大なる誉れある戦士たちが戦死したのを
知った。同様に、プスコフのあらゆる城の攻め手たちも、
彼ら自らが語ったところによると、５千人以上死に、そ
の倍の数のおびただしい負傷者が出た。
　これを聞いて、王は大いなる悲しみと絶望に陥り、大
いに自らを責め、自らの軍勢を責めた。それだけではな
く、王は自らの陣営に、陣営全体が動揺し、パニックに
陥るほど激しい啼泣、叫び、号泣、絶叫を聞いた。パン
たちはパンたちを、仲間の男たちを思って泣き、母親は
子どもを失ったことを、兄弟は兄弟と離別したことを泣
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いた。プスコフ近郊で、敵方は惨たらしく自らの命を失っ
た。パンたちは、その妻たちに自らの帰陣を出迎えるよ
うに命じていたが、この自画自賛のために自身はプスコ
フの戦場や塹壕から出て帰ることができず、その遺体は
犬どもの餌となった。
　ふたたび王は自らの傲慢なる座所につき、その大いな
るヘトマン、歴々のパン、側近たちが伺候し、あらゆる
算段をした。「いかにしてプスコフの町を征服すること
ができようか。いかなる工夫と知恵で、プスコフの町の
勇猛果敢な大貴族にして軍司令官たち、不屈の民衆を捕
えようか。」かくのごとく、連中はふたたび神に救済さ
れる町についての談合をはじめた。ふたたび突撃によっ
て征服しようという者もいたが、側近たちは、懐柔と恐
喝によって、君主の大貴族にして軍司令官たち、民衆に
和平を乞わせるよう命じ、その旨を書いた書簡を矢に括
りつけて町に向って射かけた。いわく、
　「我らがこれでそなたたちを屈服させることができず、
懐柔と恐喝で説き伏せることができなくても、偉大なる
ヘトマンと側近のパンたちにそれぞれ坑道を掘り、それ
を城壁の地下に通じさせ、爆薬をしかけてそれに火をつ
けることにしようぞ。我らは、リトアニアの軍勢の血を
流さず、いち早く簡便にプスコフの町を征服できるだろ
う。」
　この神を知らぬ彼らの談合と、その神に望みをかけぬ
考えと、そのこざかしい無意味な企みごとを聞くと、王
は彼らのこまちゃくれた頭の働きを誉めちぎり、彼らの
談合を実現させることに決めた。ふたたび傭兵をしたが
えたリトアニアの部隊長たちは、自らの談合のとおりに、
崩落した場所へ毎日のように強盗のごとき突撃攻撃をは
じめた。
　君主の大貴族にして軍司令官たちと、キリストを愛す
る軍勢は、いかにしようとも敵方に城壁へ登ることを許
さなかった。これに加えて、君主の大貴族にして軍司令
官たちは、あの崩落した場所の備えに、無数の銃眼を備
えた木製の城壁を建造し、たくさんの塔を建て、多く
の場所でリトアニア勢の突撃に備えて大砲を据えつけた。
さらに、町の石造の壁と木製の壁のあいだに堀を掘り、
そこに樫でできた先の鋭くとがった杭をならべて打ちこ
んだ。崩落したすべての場所で、先の鋭くとがった杭を
あちらこちらに打ちこんで守りを堅め、どのようにして
も人間が通り抜けられないようにした。
　味方はあらゆる手段を講じて敵方の突撃に備えた。樹
脂に火をつけ、敵に投げつける算段をする者もいれば、
大なべに糞と水を混ぜてぐつぐつ煮こむ者もいれば、水
差しに火薬を仕込み、敵に投げつける用意を整える者も
いれば、リトアニア軍の破廉恥な目をつぶすために、乾
いた消石灰をふるいにかける者もいた。かくのごとくし
てキリストの恩寵によって、味方は敵方の突撃に備えて
しっかりと完璧に準備万端整えたのである。リトアニア
の軍勢は毎日、夜も昼も日に２回となく、３回となく突
撃を繰り返したが、そのたびごとにキリスト教徒たちは
キリストの助けによって、リトアニアの軍勢を城壁から
打ち返し、どの突撃攻撃においても多くのリトアニア兵
たちを殺し、一方、キリストの軍勢はつねに神によって
守られたのである。
　傲慢で凝り固まったリトアニア軍は、どのような手段
を使っても突撃によって城壁を破ることができないと看
てとり、このことを自らの王にいやいやながら報告した。
王はといえば、プスコフの大貴族にして軍司令官たちに
プスコフの町の降伏を勧告する書簡を送りつけるように
命じた。いわく、
　「大貴族にして軍司令官たちよ、そなたたちは存じお
ろうが、余はそなたたちのプスコフの町にやってきたが、
この町を征服することなく去ることは金輪際ないであろ
う。それどころか、過ぎし２年のあいだ、余がそなたた
ちの君主の町々をどれほど攻め落としてきたか、どの一
つの町とて征服することなく余が立ち去ることはなかっ
たことを、そなたたち自らが知っておろう。どの一つの
町とて、余だけではなく、余に派遣されたヘトマンたち
のまえで持ちこたえられなかったのだ。いまこのとき、
そなたたちに申し伝える。わが身を惜しむがよい。そな
たたちの高貴な血を大切にするがよい。われとわが身を
憐れむがよい。偉大なる余の名に屈服し、いかなる流血
もなく余に町を開城するがよい。そのようにするならば、
そなたたちのうちだれ一人として、これまでそなたたち
の君主から受けたことがないほどの憐れみと恩恵を、余
はそなたたちに示すということを、そなたたちは知るが
よかろう。余の恩恵を期待して余を拝顔する者たちには、
余は自らの選び抜かれたパンたちとともに、自らの王と
しての言葉をもってそなたたちに次のことを真実に約束
するであろう。
　もしもそなたたちが平和裏に町を余に引き渡すならば、
そなたたちは余からプスコフの町の代官に任ぜられるば
かりではなく、余はそなたたちに多くの町を相続領とし
て授けるであろう。余は町の民を慈しみ、そなたたちは
自らの法にしたがって暮らし、各々が自らの義務を果た
し、古くからの習慣にしたがって商いができるであろう。
もしもこれを拒むならば、そなたたちの偉大なるプスコ
フの町の全体で、だれ一人として余から憐れみを受ける
ことなく、さまざまな方法で酷い死を遂げることであろ
う。」
　敵はかくのごとく書簡を認め、一度だけではなく、二
度も、何度も矢文にして送った。敵はかくのごとき書簡
を矢に括りつけてプスコフの町に射かけたのである。
　君主の大貴族と軍司令官たちはこれにたいして次のよ
うに書き送った。
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　「傲慢なリトアニア人の長よ、ステパン王よ、権力を
ほしいままにするそなたは知るがよい。プスコフの町の
５歳の子どもがそなたの無分別と、そなたが書いている
そなたの愚かな側近たちを嘲笑っていることを。光より
闇を、信仰より不信仰を、自由より過酷な労働を好き好
んで、人間にいったい何の利益があろうか。聖なるキリ
スト教信仰を離れ、そなたたちのようなカビどもに屈服
して、何のよいことがあるというのか。あるいは、我ら
が自らの君主から離れ、信仰を異にする外国人に屈して
ユダヤ人のようになることで、何の尊厳が得られようか。
なによりもユダヤ人は、知らなかったからか、あるいは、
妬みからか、栄光の主を十字架にかけたのである。
　それに比べて、我らは自らの正教のツァーリにして君
主を知っており、そのツァーリの権力のもとで、我らの
父祖は生まれてきたのだ。しかるに、それを離れよとは
何事か。あるいは、狡猾な懐柔か、あるいは、無意味な
嬉しがらせか、空虚な富によって、そなたたちは我らを
手懐けたいというのか。だが、我らは、自らの君主のま
えで誓った自らの十字架接吻を裏切るくらいなら、全世
界の富であろうとそれを欲しはしない。あるいは、王よ、
そなたは恥辱的な酷い死によって、我らを恐れさせよう
というのか。『もしも神が我らの味方なら、だれが我ら
に敵対できるだろうか75。』
　我らは全員が自らの信仰のために死ぬる覚悟ができて
いる。このプスコフの町を引き渡すこともせねば、そな
たの誘惑的な甘言に屈することもせぬ。プスコフの町の、
いまだ知恵の熟さぬ者でさえ、そなたの助言には耳を貸
さぬであろう。プスコフの知恵の長けた老練な男たちも、
だれ一人として支離滅裂なそなたの思惑に耳を傾けよう
とはしないであろう。我らと一戦交える覚悟をするがよ
い。どちらが勝つかは、神がお示しになる。」
　矢でかくのごとき文を射かけたのである。
　このように、君主の大貴族にして軍司令官たちは、頻
繁に毎日のように町から出て出撃戦をしかけた。神の憐
れみと、ツァーリの好運と、自らの大貴族にして軍司令
官たちの機転によって、リトアニアの多くの捕虜が捕え
られて町に連行され、拷問と折檻によって、王とその側
近たちのプスコフにたいする企みが探り出され、彼らの
計略にたいする策がねりあげられた。
　ある日、ふたたびヴァルラーム門からの出撃戦がしか
けられ、リトアニア人の捕虜が捕えられて、彼らから極
めて重大な情報が得られた。つまり、リトアニアのヘト
マンたちが自惚れもはなはだしく、坑道を掘ってプスコ
フの町を陥落させると王に大見得を切っており、さまざ
まな領地の長たちがそれぞれに坑道を掘っているという
のである。ポーランド王国の坑道、掘り進みが早く生意
気なリトアニアの坑道、ハンガリーの坑道、ドイツの坑
道、さまざまな場所のあらゆる坑道が９つあった。
　これらのリトアニアの捕虜たちは、君主の大貴族にし
て軍司令官たちに言うには、すでにこれらの坑道はすべ
て9月17日には掘り進められており、なかでもハンガ
リーの坑道はいちはやく完成していたというのである。
だが、リトアニア人の捕虜はだれ一人として、どの場所
に向けて坑道が掘られているかを知らなかった。彼らは、
わがリトアニア軍においては、坑道について誰も知らな
いように厳しく情報管制が敷かれていると言った。
　君主の大貴族にして軍司令官たちはこれを聞きおよび、
リトアニアの王がプスコフの地下にたくさんの坑道を
掘っていることを知って、リトアニア側の奸計を知りえ
たことを神に感謝する一方、どの場所の下を坑道が通っ
ているのかを知りえなかったことについて、大いなる悲
しみに包まれた。このことについて、味方は神にお助け
くださいと呼びかけ、坑道の探索のために町からたくさ
んの坑道調査用の穴を掘り進めるように命じた。坑道が
掘削されている可能性がもっとも高い、崩落した場所だ
けではなく、プスコフの町全体について、細心の注意を
払って行動調査用の穴が掘られたのである。
　同様に、主だった聖職者たちが、このような差し迫っ
た災難から免れるように、プスコフの町の救済について
神に夜も昼もたえまなく祈りを捧げていた。同様に、週
に３回、十字架、聖なる奇跡を起こすイコン、敬虔なる
公ガヴリル・フセヴォロドの奇跡を起こす遺骸、そのほ
かの聖遺物を携えて崩落した場所に通い、熱心な祈りを
捧げた。リトアニアの傭兵たちは、崩落した場所、こと
にポクロフスカヤ角塔でキリスト教の司祭たちの祈りの
歌声を聞くと、そこにたくさんの人々がいることに気づ
き、その場所に石を投げこみ、そのことによってキリス
ト教徒たちを脅迫した。
　あるとき、9月20日、いつものように司祭たちが十字
架をもってポクロフスカヤ角塔にやってきて祈禱を捧げ
ていると、リトアニアの傭兵たちが気でも狂ったかのよ
うな、その常のやり方で、町に石を投げいれた。そして、
大きな石で、命の源なる三位一体修道院からもってきた、
偉大なるキリストゆえの殉難者にして勝利者、偉大なる
殉教者、ソルニ（テサロニキ）のデメトリオスの奇跡を
起こすイコンを打った。このイコンは、ケルソネスのギ
リシア人イコン画家の手になるもので、その身は金色の
甲冑をまとってあったが、石は腰よりうえ、右肩の部分
を打ち抜き、木の板の地の部分まで傷つけた。司祭たち
も、同様に君主の大貴族にして軍司令官たちも、すべて
の正教キリスト教徒たちも、殉難者イコン画像に起こっ
たことを見て、キリストの聖なる大殉教者デメトリオス
にたいして祈った。
　「おお、偉大なる大殉教者にして勝利者よ、我らが敵
たちの臆面のなさをご覧ください。連中は、我らだけで
はなく、聖なるそなたの奇跡を起こすイコンにたいして
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も冒涜をはたらいています。ですが、聖なるデメトリオ
スよ、主に祈ってください。自らの憐れみと助けによ
り我らを我らの敵からお守りください。かつてそなた
が、自らの町ソルニのために憐れみ深い主に祈ったよう
に、また、偉大なる町、プスコフを守る偉大なる公アレ
クサンドル・ネフスキイを大いなるチュード湖で異教徒
ドイツ人から守り助けましたように。そなたのお助けの
しるしとして、アレクサンドル・ネフスキイがドイツ人
と戦ったこの偉大なる場所で、我らはそなたの右耳から
落ちた耳飾りを見つけたのですから。さあいまこそ、聖
なるデメトリオスよ、自らの憐れみを顕わし、我らと我
らの町プスコフを、我らの敵、おごり高ぶった邪悪なリ
トアニア人からお救いください76。」
　どうして奇跡について黙りおおせることができようか。
神のあらたな慈悲を物語ることが必要である。
　無法者たちの臆面のなさが殉難者の聖なる画像にまで
およんだその日、リトアニアの王とそのあらゆる側近た
ちの、町の地下に坑道を掘ろうとする企みがあらいざら
い明らかになった。城壁のどの場所のしたで坑道が掘ら
れているかがわかった事の次第は、以下のとおりである。
　リトアニア軍からのある逃亡兵がプスコフの町に逃げ
こんだ。かつてのルーシ人、その名をイグナシというポー
ロツクの銃兵である。このイグナシが君主の大貴族にし
て軍司令官たちに、どの場所に向って坑道が掘られてい
るかを、城壁のどの場所であるかを何から何まで教えた
のである。君主の大貴族にして軍司令官たちはこれを聞
いて喜びに満ちあふれ、このことについて、神と、いと
清き神の御母と、聖なる偉大な奇跡成就者たちと、聖な
る偉大な殉教者デメトリオスに感謝をささげた。とりわ
け、デメトリオスはその聖なるイコンのゆえに、神が見
えないものをあからさまに示してくださったからである。
　時を移さず大急ぎで坑道に向って、坑道調査用の穴が
掘られ、9月23日、神の憐れみにより、我らがロシアの
坑道調査用の穴はリトアニアの坑道を掘りあて、リトア
ニアの悪賢い企みはキリストのお助けによって粉砕され
た。坑道は、ポクロフスカヤ塔とスヴィヌィエ塔のあい
だにあった。同様に、ポクロフスカヤ塔のしたの別の坑
道が奪取された。同様に、城壁外のほかのいくつかの坑
道が自壊した。かくして、神の恩寵によりリトアニアの
悪巧みは完全に潰え去ったのであった。
　神を知らぬ自らと自らの側近たちの企みが葬り去ら
れ、実現しなかったのを見ると、リトアニアの王はふた
たび連日の突撃によって城壁を乗り越え、大軍で不意を
衝いて町に侵入しようと試みた。ロシアのキリスト教の
軍勢は、敵方が城壁に触れることすら許さなかった。ふ
たたびリトアニア軍は、自らの実現しなかった企てを実
現しようと試みて、古来からの彼らの城攻めの方法を画
策していった。いわく、「町のなかで騒乱を引き起こそう。
そうすれば、我らは崩落した場所から町に侵入すること
ができるだろう。」
　このようなわけで、9月24日、ヴェリーカヤ川の向こ
うから灼熱した弾丸を人家に向けて射撃しはじめ、ほと
んどまる１日じゅう砲撃がつづいた。が、神の憐れみに
より、神は、このリトアニア側の悪巧みから偉大なる町
プスコフを守り、プスコフには、何の損害もなかった。
　おごり高ぶって頑固なリトアニア側は、何としても自
分たちの画策が成功しないのを見ると、別の大胆な評決
に達した。10月28日、このポクロフスカヤ角塔からヴェ
リーカヤ川のポクロフスキエ水門まで、リトアニアの傭
兵たち、城の攻め手ら、石工たちが城壁に取りつき、連
中が特別に造った楯で身を守りながら、つるはしや、そ
のほかの石を割る道具で、壊された壁の全体がヴェリー
カヤ川に崩れ落ちるように、石の壁を壊しはじめた。こ
の石の壁にそって木製の城壁が守りを堅めるために造ら
れていたが、木製の壁は火をつけて燃やそうとした。同
時に、ヴェリーカヤ川の向こうから大砲で、町のその場
所にいたすべての人々を砲撃し、その隙をついて町の占
領を敢行しようとした。
　君主の大貴族にして軍司令官たちは、町にたいするこ
の悪巧みを見抜き、リトアニア側の陰謀から町を守り抜
こうとした。樹脂に火をつけて彼らとその楯に投げつけ
るように命じた。楯に火がついてその煙にいぶされて敵
方が城壁から逃げたり、焼け死んだりするように画策し
たのである。リトアニアの兵士たちは無理やりに堪えさ
せられたので、頑張ってその場に残り、ねばり強く頑強
に城壁を崩していた。
　君主の大貴族にして大司令官たちは、この城壁崩しに
対抗して、木製の壁や石造の壁に無数に銃眼を穿ち、そ
の銃眼から火縄銃で彼らに射撃したり、槍を投げて射殺
そうとした。同様に、燃えた樹脂やタール、熱湯を彼ら
に注ぎかけたり、樹脂をしみこませた麻に火をつけて彼
らに投げつけたり、同様に、火薬を仕込んだ水差しを投
げた。リトアニアの従者たちは上手に身を隠しながら城
壁を崩している者もいたが、炎と煙につつまれた者たち
は、堪えきれなくなって一目散に城壁から遁走した。逃
げ足の速いリトアニアの従者たちにたいして、手練手管
にたけたプスコフの銃兵たちは、筒の長い火縄銃を準備
万端整えて、一兵たりとも逃がさなかった。一部のリト
アニアの城の攻め手たちは、城壁の深くに食いこんで楯
の防ぎなしで城壁を壊しており、熱湯をかけても火の玉
を投げても、追い払うことができなかった。
　かくのごとき破廉恥な者たちにたいし、知恵のたけた
君主の大貴族にして軍司令官たちは、賢明なキリスト教
徒の側近たちとともに、城の守りを堅める方法を考案し
た。彼らは、長い竿に大きな鞭を結びつけ、その先に
尖った鉤のついた鉄の棒を結いつけるように命じた。そ
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れらを町側から城壁の向こうにおろし、この鞭でリトア
ニアの石工たちを鞭打ち、鷹が入り江の茂みからくちば
しで子ガモを突きだすように、この棒と鋭い鉤でリトア
ニア兵たちをこちらに引き寄せようとしたのである。鞭
についた鉄の鉤でリトアニアの驕りたがぶった城の攻め
手たちの衣服をひっかけ、身体ごとつかまえて、その鉤
でリトアニア兵たちを城壁の向こうから引き揚げた。シ
ロハヤブサが甘い獲物を捕らえるように、銃兵たちは火
縄銃で彼らの身体を啄み、リトアニア兵たちに逃亡させ
なかった。
　哀れなリトアニアの城の攻め手たち、傭兵たち、石工
たちは、おごり高ぶった軍司令官たちの企みが実現しな
かったことを看てとると、これ以上の無理強いに我慢す
ることができず、心の苦しみに駆られ、号泣しながら言っ
た。「君主にして王なるステパンよ、我らみなに陣営で
そなたの剣によって死ぬるようにお命じください。最後
の一兵までプスコフの城で討ち死にせよとは命じないで
ください。プスコフの城からは、ロシアの兵が巧みにか
つ激しく討って出てきます。彼らのヘトマンたちは、我
らのあらゆる企みに上手に対処してくるので、我らはど
うやっても抗うことができません。」
　王は、自らの有能な城の攻め手と傭兵たちからこれを
聞き、この言葉を自らの心のなかで注意深く考え、彼ら
にこう答えただけだった。「兵の皆々たちよ、あと２回
か３回、余のために町に突撃をしかけてほしい。もしも
それでも町を征服できないのならば、余はそなたたちの
望むように事を運び、要塞の塹壕から兵員を引きあげよ
う。」
　かくのごとくして、王はヴェリーカヤ川から毎日大砲
で城砦を砲撃し、毎日突撃を繰り返すように命じた。大
砲から町に５日間ぶっつづけで砲撃を繰り返し、この５
日というもの、激しい突撃を町にしかけ、町の城壁をあ
ちら側、すなわち、ヴェリーカヤ川のほうから崩した。
そのあと、11月2日、ヴェリーカヤ川の氷上で大規模な
突撃をしかけた。ヘトマンと部隊長たちは騎乗し、傭兵
たちをサーベルで斬りつけて町に突撃することを強制し
た。彼らは叫び声をあげて町に突撃してきたが、町から
反撃があった。追い立てられて突撃する傭兵と、傭兵た
ちを追い立てる部隊長たちを討ちかえし、氷のうえに橋
を架けるかのような損害を与えた。かくのごとくして、
神の憐れみによりこの日、偉大なる町プスコフは救われ
たのである。
　君主の大貴族にして軍司令官たちは、包囲されたプス
コフという君主の相続領地から君主に、書簡をもって、
最初の大規模な突撃で戦死した者、負傷した者について
報告し、リトアニア王の数多くの姦策から、神におすが
りしつつプスコフを守るために増援を頼んだ。敬虔なる
ツァーリにして君主、全ルーシの大公イワン・ワシーリ
エヴィチはこれを聞き、自らのツァーリの偉大なる権限
をもって、自らの銃兵官署の従兵隊長フョードル・ミャ
ソエドフに、銃兵官署の銃兵たちを率い、リトアニア軍
を突破してプスコフの町に入り、籠城軍と合流するよう
に命じた。
　銃兵隊長フョードル・ミャソエドフは、自らにたいす
るツァーリのご命令を遂行しようと欲して、自らの勇気
と大胆さによってリトアニアの軍勢にあらゆる恐怖を催
させ、神の憐れみを武装とし、ツァーリの意志で身を堅
め、自らの生命を死と引き換えにして、キリストの信仰
のために、ツァーリの憐れみを望みツァーリの怒りを恐
れつつ、リトアニア軍を突破し、手傷を負うことなく健
やかに、自らのあらゆる装備とともにプスコフの町に入
場した。
　彼がプスコフの町に到着することを聞くと、君主の大
貴族にして軍司令官たち、キリストに拠り立つロシアの
軍勢、プスコフの全聖職者は、このことについて大いな
る感謝を神と君主に捧げた。リトアニアの軍勢は、ロシ
アの軍勢が知らぬまにプスコフの町に到着してしまった
ことに、おおいなる屈辱を感じ、このことに恐怖を覚え
た77。
　傲慢なる王はいかなる方法をもってしても、邪悪なる
自らの姦策をもってしてもプスコフの町を征服すること
ができなかったのを見ると、部隊長たちと傭兵たちに町
から陣営にもどり、大砲を引きあげるように命じた。か
くして11月6日、聖なる師父、我らがフトィニのヴァル
ラームの記念日の夜の４の刻に、すべてのリトアニアの
部隊長たち、傭兵たちは塹壕から出て、すべての堡籃か
ら大砲を引きあげた。君主の大貴族にして軍司令官たち、
キリストを愛する軍勢は、プスコフにいたすべての民衆
とともに、この報に接し、感謝の念をもって喜びにあふ
れて神に賛美を捧げ、まもなく王がすべての軍勢ととも
に退却することを期待した。
　しかし、王は町の近くに居座り、自らの不成功に終わっ
た遠征について考えをめぐらせ、どうすれば自らの顔に
塗られた恥と屈辱を覆い隠せるか、どうすれば自らへの
空虚でおごり高ぶった讚仰の念が少しでも傷つけられず
に済むものか、考えあぐねた。というのも、王は法外な
傲慢さから転げ落ち、自らの莫大な財産を蕩尽しながら、
望むものを手に入れることができず、自らの数かぎりな
い軍勢を死なせ、プスコフの町を征服したいという願望
をかなえることができず、口では言いあらわせぬ恥辱に
まみれてしまったからである。
　リトアニアの王ステパンがプスコフ近郊に居座ってい
るあいだ、敬虔なるツァーリにして君主は、リトアニア
の国に軍司令官たちが率いる軍勢を派遣し、君主の軍勢
は、かの地、リトアニアの国で多くのリトアニアの町々
を占領し、捕虜をとり、大いなる富と捕虜たちとともに
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健やかにロシアの国に帰還した。このために王もまた思
案に暮れた。
　ちょうどこのとき、ルター信仰のローマ・ラテン教皇
の長司祭アントニオ78が王のもとに来た。王はこの人物
を見ると、ひどく喜んだ。この人物を第一の相談相手と
して受け入れ、この長司祭アントニオに自らの欲望が不
成功に終わったことを打ち明け、自らの恥辱から救って
くれるように援助を頼んだ。同時に、彼らは我らの君主
と和平を結ぶことを相談した。神の叡智と憐れみについ
て、主はおごり高ぶる者を和らげ、謙虚な者を高きに導
く79とある。ときにリトアニアの王は、ロシアのツァー
リと和平を結ぶことは考えていないと言ってきたが、い
までは、自分はそれを受け入れる、我らの君主と和平を
結べまいかと協議をもちかけた。この件について、王は
喜んで同意し、君主にしてツァーリ、大公に、使節同士
が面会して協議をおこなうことができるように、自らの
使節を送った。
　長司祭アントニオは、イフニラト80の狡猾さと狐の邪
悪な追従を自家薬籠中のものにしていて、使節同士の協
議のまえに、君主の御前に姿をあらわし、双方の願いを
受けいれて和平の協議に入るというかたちをつくり、自
分は君主と王との和解のためにローマ教皇から派遣され
たのだと言った。
　王はその進言を受けいれて次のようなはじめ方をした。
すなわち、7090年（1582年）12月1日、預言者ナホム
の日に、王自らがプスコフからリトアニアの地に退去し
た。が、それと同時に、大法官のパン、ポーランドのヘ
トマンと、彼とともにプスコフを包囲する多くの兵員を
プスコフ近郊に残し、包囲をつづけて町を疲労困憊させ
るか、あるいは、飢えで苦しめると怖がらせ、威嚇した
のである。敵は、あらゆる災難をこうむったプスコフの
町が降伏することを期待していた。ポーランドの大法官
もまた包囲を長引かせてプスコフの町を征服すると公言
してはばからなかった。
　ポーランドの王よ、貴様の知恵はどこにあるのだ？リ
トアニアの大公よ、神を知らぬ貴様の計画はどこにある
のだ？貴様のまともにものを考える力はどこにあるの
だ？風を吹き起こすことができると思っているのか？海
の深淵に道を見つけられると思っているのか？空高く舞
う鷹のかよう道を知っているとでもいうのか？「とげの
ついた棒をけると、ひどい目に遭う81。神が我らの味方
なら、だれが我らに敵対できるか？82。」
　おのれとおのれの生あるうちに、おのれの様々な奸計
を用いても、プスコフの町を征服することができなかっ
たところに、貴様の愚かさがあからさまに暴露されてい
る。いま、自らの辱められた恥の多い、プスコフの町か
らの退去におよんでなお、貴様は貴様の奴隷に、偉大な
る町プスコフを征服するように命じているのか。なんと
いう愚かさだ。なんという知恵の足りなさだ。頭が足に
話しかけるように、君主が自らの奴隷に栄誉をあたえて
いる。もしもかつて貴様の軍司令官の誰かが貴様によっ
てどこかの町に派遣され、自らの君主の命令を遂行でき
なかったとしても、何ら驚くべきことはないだろう。だ
が、もしも君主の家臣が自分ではうまくできなかったの
に、奴隷になせと命令したとしたら、これはふつうの兵
士たちにとっても屈辱であるし、それにもまして、軍司
令官たちにたいしても屈辱である。もしもあとで自分自
身が実行したとしても、である。
　しかし、無法の強力な悪意のなかで貴様は何を誇ろう
というのか。貴様は、自らの力で我らを凌駕することが
できなかったし、我らも自らの罪ゆえに罰をこうむった。
なぜなら、聖書にはローマの皇帝、ティトゥス83による
エルサレム虜囚についてこう言われているからである。
「神はティトゥスのことを愛されなかったが、エルサレ
ムを罰した。」
　貴様は、キリスト教徒の王国を完全に破壊すると誇ら
しげに語っていた。どのようにしたら、貴様の厚かまし
い舌で、キリスト教徒の王国を破壊し、王国の終焉のま
えに現れる背教者にして先駆者になるなどという自画自
賛を語ることができたのか。なぜなら、聖書には書かれ
ているからだ。「キリスト教徒の王国に打ち勝つことの
できる民族は、天の下には存在しないのです84。」なぜ
なら、その王国のまんなかに十字架の要塞がそびえたっ
ていて、その十字架によって宇宙の方位がその広さにお
いても、その長さにおいても、その高さにおいても、そ
の深さにおいても、知恵深く定められているからである。
　いついかなるときに、いかなる要塞が、いかなる軍勢
がこの十字架の力を凌駕することができようか。十字架
を崇拝しながら、キリスト教徒の王国は揺るぎなく、主
イエス・キリストによってその十字架に釘打たれ、守ら
れているのである。やがて変節のときが来て人間のまえ
に無法が開け、死の息子があらわれるとき、使徒が言っ
たことだが、「キリストはすべての権威や勢力を滅ぼし、
子なる神ご自身が父なる神に王国を引きわたされる85」
のである。いかなる王国がキリスト教徒の王国として立
ち現われるのか。キリスト教徒の王国があらゆる罰に
よって神により柔和にされることを私たちが見るとして
も、それは罪ゆえに柔和にさせられたのである。けだし、
「かわいい息子を懲らしめる父のように、主は愛するも
のを懲らしめられる86」からである。
　聖書に書かれているとおり、あらゆる王国が四方から
キリスト教徒の王国に攻め寄せてきたとしても、それを
完全に打ち砕くことはできない。金が精練されるように、
聖書が述べていることだが、「最後まで耐え忍ぶものは
救われる87」のである。我らが救世主ご自身が聖なる福
音書のなかで次のようにおっしゃった。「人の子が来る
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とき、信仰の弱くなった時代に、はたして信仰を見出す
だろうか88。」このキリストへの信仰ゆえに我らは死ぬ
ことを欲して、我らをいまある災難から救ってくれるよ
うに、我らはキリストに望みをかけている。「主にした
がう人には災いが重なるが、主はそのすべてから救い出
す89。」「主のために忍耐せよ。主はあなたを高く上げて、
地を継がせてくださる90。」
　リトアニアの王はリトアニアの国に退去したが、ポー
ランドのヘトマン、大法官たるパンが多くの軍勢ととも
にプスコフの町の近郊に残っており、プスコフの町は包
囲下に置かれていた。君主の大貴族にして軍司令官たち
は、リトアニアの軍勢にたいしてプスコフの町のさまざ
まな門から何度も何度も出撃戦をしかけ、神の憐れみに
よってリトアニアの軍勢を打ち殺し、情報収集のために
捕虜を町に連行した。
　ツァーリにして全ルーシの大公イワン・ワシーリエ
ヴィチのもとに、君主の大貴族にして軍司令官たちは、
プスコフの町から多くの書簡をもたせて使者を送り、プ
スコフの町で起こったことをすべて知らせ、挫けること
なく神に望みをかけていると君主に書き送った。そのほ
か、王による包囲が継続していること、王自身は町から
退去したこと、王の軍司令官と大法官たるパンが副官た
ちとともにプスコフ近くに残っていることを君主に報告
した。プスコフの町からこれらの書簡を携えて、多くの
使者たちがリトアニア軍を突破して君主のもとに行った
のである。
　君主は自らの相続領地であるプスコフについて、キリ
スト教徒の軍勢がリトアニア軍にたいして優勢で勝利を
収めていること、リトアニアの王がプスコフの町から恥
辱にまみれて遁走したことを聞くと、敬虔なる皇子たち
と皇妃たちとともに、これについて大いなる感謝を神と、
神の御母と、すべての聖者たちに捧げた。ツァーリの君
臨する町、モスクワでは聖なる府主教に毎日祈りの歌を
歌うように命じ、すべての大主教区、主教区で同じよう
に祈りがささげられていた。
　大法官たるパン、ポーランドのヘトマンは、リトアニ
アの軍勢とともにプスコフ近郊で包囲をつづけ、包囲さ
れたプスコフの町を何とかして戦闘によって奪い取ろう
としていた。町にたいする城攻めの試みはすべて失敗
し、町に近寄ることさえできず、自らの軍勢の包囲を維
持してプスコフの町を取りまくだけであった。君主の大
貴族にして軍司令官たちは、彼らの包囲に対抗して策を
練った。1月4日、騎兵と歩兵でヴェリーキエ門（大門）
から大規模な出撃戦に打ってでて、この出撃戦において、
生まれのよい栄えある名高いパンたちを８０名以上戦死
させた。同様に、重要な情報を収集するための捕虜を町
に連行した。これが最後の出撃戦であった。町からの出
撃戦は４６を数え、リトアニア軍によるプスコフの町へ
の突撃は３１にのぼった91。
　かの心の汚い尊大かつ傲慢なるポーランドの大法官は、
自軍の偉大なる名だたる勇敢なパンたちが突然に息絶え
てしまったのを見ると、深い悲しみの淵に沈んだ。そし
て、君主の大貴族にして軍司令官たち、ことに君主の大
貴族にして軍司令官、イワン・ペトロヴィチ・シュイス
キイ公にかくのごとく大いなる謀を画策した。
　その月、1月の9日にリトアニア軍から一人のロシア
人捕虜が大きな長持ちを担いで町に帰参した。この捕虜
は町に入れられ、君主の大貴族にして軍司令官たちのも
とに連れてこられたが、この者は長持ちと、王の廷臣、
ハンス・ミラーから送られた書簡について次のように申
し立てた。
　「君主の大貴族にして軍司令官の筆頭者たる公イワン・
ペトロヴィチ殿、ガンスメレル（ハンス・ミラー）が叩
頭いたします。私はドイツ人、ユーリイ・フリャンブレ
ニク（ゲオルク・ファーレンスベック）とともにそなた
たちの君主のもとに伺候したことがございますが、いま
そなたたちの君主のパンと塩にての歓迎を思い起こし、
これ以上君主陛下に敵対することを望まず、私は君主陛
下の御名を慕って投降いたしたく存じます。つきまして
は、私より一足先に、そなたたちの捕虜に持たせて、長
持ちに入れた自らの財産をお送りしたく存じます。そこ
で、卿、イワン・ペトロヴィチ公よ、そなたは捕虜から
この長持ちを受け取り、この長持ちに入った私の財産を
卿だけがご覧になり、ほかの者たちには見せないでいた
だきたい。私はまもなくプスコフに参ります。」
　君主の大貴族にして軍司令官、イワン・ペトロヴィチ
はこの書簡を読み、自らの副官たちと協議し、この長持
ちが自分にたいする策謀だと考えて、長持ちを開けるこ
とのできる職人を探すように命じた。軍司令官たちの集
会所となっている小屋からできるだけ遠くにこの長持ち
を持ち出し、細心の注意を払ってこの長持ちを開けるよ
うに命じた。この職人がその長持ちを開けてみると、そ
のなかにぎっしりと物が詰めこまれているのを見た。
　２４丁の火縄銃が火薬を装填されて、そのうえに１
プードの火薬が振りかけられていた。火縄銃の点火装置
が長持ちの留め具と革紐で結びつけられていて、それに
触れたとたん、引きあげられている火縄銃の撃鉄が降り
て、火花が出て火薬に点火するようになっていた。大法
官の策謀と、この者につき従う者たちが君主の大貴族に
して軍司令官、イワン・ペトロヴィチ・シュイスキイに
たいしてほどこした狡猾なる助言は、かくのごときもの
であった。忠誠を全うした君主にたいする働き、打ち勝
ちがたい戦闘指揮の能力、君主の敵である王の企みや、
大法官の自画自賛や、あらゆるリトアニア軍の傲慢さに
たいする君主の対応に貢献した深い知恵のゆえに、敵は
かくのごとくシュイスキイ公を謀殺しようとしたのであ
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る92。
　私は言うが、貴様のわけのわからぬ傲慢さ、愚かな軍
司令官、大法官、部下、副官はいったい何なのだ？貴様は、
分を越えたことを思いつき、神より高い企みを画策した
のだ。だが、私は貴様にこれだけは言っておく。神が守
られる者は、宇宙全部がかかってきても殺すことができ
ないのだ、と。神が見放した者は、宇宙全部がかかって
きても守りきることはできないのだ、と。聖書に書いて
あるとおり、「正しい者は信仰によって生きる」のであ
る。正しき者のかわりには、不義なる者が引き渡される。
なぜなら、聖なる福音書において主は、自らの弟子たち
に言われているからである。いや、ただ弟子たちにだけ
ではなく、キリストの名において真実なる信仰によって
信じるすべての者たちに言われているのだ。「蛇やさそ
りを踏みつけ、敵のあらゆる力に打ち勝つ権威を、私は
あなたに授けた。だから、あなたがたに害を加えるもの
は何一つない93。」我らはキリストの恩寵によってツァー
リ、キリストの刻印、十字架を額に受けている。我らは、
キリストの助けによって、貴様らのあらゆる悪魔の企み
を打ち砕くことができる。
　死をもたらすあらゆる狡猾な企みから、三位一体にお
いて讃えられる神と、神の御母が、君主の大貴族にして
軍司令官イワン・ペトロヴィチ・シュイスキイ公と副官
たちをも無傷でお守りくださったばかりではなく、あの
長持ちを開けた職人をも無傷でお守りくださったのであ
る。
　この事件のあと、何日かたったとき、同じ月、1月17日、
神に救済されるプスコフの町の南の方角、リトアニアの
軍司令官、ポーランドのヘトマン、リトアニア軍を率い
た大法官が宿営していた、平原の人の手によらぬイコン
教会のあるほうのリトアニアの陣営から、騎馬と歩兵が
町のほうに向ってくるのが見えた。君主の大貴族にして
軍司令官たちはこれを見て、リトアニアの軍勢が突撃を
しかけてきたのだと待ちかまえ、すべてのキリスト教徒
の軍勢とともに彼らとの戦闘準備に入っていた。
　だが、そのあとまじかで見ていると、リトアニアの軍
勢が動きをやめ、彼らのなかから一人の騎馬武者が町の
ほうにまっしぐらに駆けてきた。そのとき、彼らはそれ
がロシア人であること、大公の大貴族の子弟、アレクサ
ンドル、姓はフルシチョフであることに気づくと、こ
の者は騎乗して町に入り、君主の大貴族にして軍司令官
たちに君主の使節からの書簡を手渡した。そして、この
日、プスコフの君主の大貴族にして軍司令官たちのもと
に、君主の官署の君主の使節たちが王の使節たちと和平
を締結したという最初の知らせが届いたのである94。
　かくのごとくして、三位一体の神と、キリスト教徒の
親族（うから）の助け手にして守り手である真実なる神
の御母、永遠の処女マリアの、偉大なる名状しがたい憐
れみによって、真に神々しき諸力の取りなしによって、
偉大なる聖者たちの庇護と祈りによって、さまざまな奇
跡において名高き奇跡成就者ニコラの庇護と祈りによっ
て、３つの太陽の暁にして真に神々しき三位一体なる神
のお姿を見る力を授かり、かつ、神に守られたるかの町
プスコフを創建し、かつ、全ルーシの国における真実な
るキリスト教信仰をはじめられたオリガ、すなわち、敬
虔なるツァーリとめでたき大公の血筋の大本である、キ
リストを愛する敬虔なる大公妃にして、聖なる洗礼にお
いてヘレナ95に準えるべきかのオリガ96の庇護と祈りに
よって、その聖なるひ孫である敬虔なる公ガヴリル・フ
セヴォロドの庇護と祈りによって、我らが聖なる師父エ
フロシン97の庇護と祈りによって、プスコフの奇跡成就
者たちの庇護と祈りによって、あらゆる聖者の庇護と祈
りによって、キリストを愛する敬虔なるツァーリにして
君主、全ルーシ大公イワン・ワシーリエヴィチは、自ら
の君主の相続地プスコフの町とそこに住むすべての人々
を、リトアニアの王とそのすべての軍勢から守ったので
ある。その運命は神のみぞご存じである。
　その後、2月4日、ポーランドのヘトマン、大法官は、
リトアニアの全軍を率いてプスコフの町からリトアニア
の国へと退却した。そのとき、プスコフの町では閉ざさ
れていた門が開かれた。かくのごとくして、この物語は
終わりを迎える。
　この物語は、神に守護される町プスコフにおいて、こ
の神に救済される町の住人、職業はイコン画家によって
書かれた。その名は、1掛ける2、1、50掛ける2掛ける2、
4掛ける2、30、5、10にて終わる。全部で７文字であ 
る98。
　罪深き、あらゆる瑕疵にまみれた私を、知恵の深きみ
なさまがたはお責めくださいませぬように。自らの優れ
た知恵をもって、私の瑕疵を直してくださいますように。
聖書にはこう書かれているのですから。「たがいに重荷
を担いなさい。そのようにしてこそ、キリストの律法を
全うしたことになるのです。」
　すべての始原たる、高き御名をもたれる、すべてを創
造された、三位一体において崇拝され、息子とともに讃
えられ、聖霊とともに誉め歌われ、高き天使によって讃
えられ、人々によって誉め歌われ、あらゆる生き物によっ
て崇められる造り主、始原なき父なる神に、一人子なる
子と、聖なるめでたき、命を造りなす聖霊とともに、い
まも永遠にとこしなえに栄光あらんことを。アーメン。
注
1 最初の結婚で生まれた、イワン雷帝の最年長の息子
（1554-1582）で、雷帝の企図した多くの遠征に参加した。
2 リヴォニア（リフリャンディア）のドイツ人。13世紀
86 三浦清美 （2015年2月）
から16世紀にかけてのリヴォニアは5つの封建国家から
なる国家連合で、その領域は、現代のラトヴィア、エス
トニアにあたるフィンランド湾、バルト海沿岸地域に広
がっていた。この地は、13世紀にドイツ騎士修道会に
占領され、リヴォニア騎士団が創設されていたが、1560
年代、リヴォニア騎士修道会がイワン雷帝に敗北すると、
エストニア南部、ラトヴィア北部の領域はポーランド共
和国に従属し、リヴォニアと呼ばれるようになった。
3 プスコフ洞窟修道院はリヴォニアとの国境地帯にあり、
重要な防衛的意義を有していた。修道院の主聖堂は、聖
母就寝に捧げられていた。
4 プスコフ洞窟修道院のこと。
5 プスコフ・クレムリ（クロム）の三位一体聖堂は、プス
コフの主聖堂。
6 フセヴォロド=ガヴリル・ムスチスラヴィチ（1138年没）
は、ウラジーミル・モノマフの孫で、ノヴゴロド公だっ
た人物。ノヴゴロド人によって追放されたのち、フセヴォ
ロド公はプスコフに招かれた。プスコフの公を務めたの
は1年だけだったが、プスコフで自らについてのよき記
憶を残した。すでに12世紀の終わりころから、愛国的
な聖者、町の守り手、守護者として崇敬されはじめてい
たが、1192年にその遺骸は華やかな儀式とともに聖三
位一体聖堂に改葬され、今にいたるまでこの場所にある。
1549年の教会会議で、全ルーシ規模で公を聖者として祀
ることが決定された。
7 現在のラトヴィア西部地域のこと。
8 1577年のイワン雷帝によるリヴォニア遠征についての
記述である。この遠征は、リヴォニア戦争の歴史のなか
でも、ロシア側がもっとも成功裏におこなったもののひ
とつで、クールランド、タリン、リガを除く旧リヴォニ
ア騎士団領のすべてが支配下にはいった。
9 1578年、前年の遠征で占領された土地に、クールランド
伯、ヴィリニュスの軍司令官ニコライ・ラジヴィールの
軍勢が侵入し、彼らはいくつかの都市を領有することに
成功した。
10 1579年、イワン雷帝はタリン包囲の準備にかかった。
クールランドには、В.Д.ヒルコフ、М.А.ベズニンが指
揮する軍勢を差し向けた。
11 アンドレイ・クルプスキイ公は、1563年、イワン雷帝を
裏切り、そのもとから逃亡していた。アンドレイ・クル
プスキイ公とその副官たちが1579年の遠征に参加して
いたことは、イワン雷帝とステファン・バトーリイの書
簡から確認することができる。
12 『詩篇』42篇2節「枯れた谷に鹿が水を求めるように、
神よ、わたしの魂はあなたを求める。」
13 ステファン・バトーリイ自身は、敬虔なカトリック教徒
であった。
14 ポーロツクはロシアで最古の町の一つ。13世紀にリトア
ニアに占領され、1563年、ふたたびロシアに併合された。
15 バトーリイは1578年から79年にかけて軍勢を集め、
1579年6月に公式にロシア国家に宣戦を布告した。
16 イワン雷帝は、1579年夏、当時スウェーデン領となっ
ていたタリンに遠征に出かけようとしたが、行路中にバ
トーリイがロシアに宣戦を布告したという知らせを受け
た。バトーリイがどのような計画をもっているかがわか
らぬまま、イワン雷帝は軍勢をリヴォニアの南方に向け、
自らはプスコフにとどまった。この地で雷帝は、バトー
リイ王の軍勢がポーロツクに接近しているという報を受
けた。
17 ポーロツクは、1579年8月31日に占領された。
18 ポーロツクは3週間以上降伏せず、砦の大火ののちには
じめて占領された。しかも軍司令官たちは、敵の手に落
ちて捕虜になるよりはと考え、砦もろとも自爆しようと
した。ソコルの城壁は、灼熱した弾丸のためにすばや
く火が回り、11月11日に降伏した。占領軍はソコルで
凄惨な殺戮をおこなった（ゲイデンシュテイン、79頁）。
プスコフの年代記は、ソコル近辺で4万人の人間が殺さ
れたと伝えている（『プスコフ年代記』第2集、モスクワ、
1955年、262頁）。
19 ビザンツの天地創造歴に拠っている。西暦は1579年。
20 参照。「イスラエルの人々は主の目に悪とされることを
行い、彼らの神、主を忘れ、バアルとアシュラに仕えた。」
『士師記』3章7節。「しかし、あなたたちの先祖が自分
たちの神、主を忘れたので、主がハツォルの軍の司令官
シセラ、ペリシテ人、モアブの王の手に彼らを売り渡し、
彼らと戦わされた。」『サムエル記上』12章9節。
21 1580年6月19日、スモレンスクにつうじる道とヴェリー
キエ・ルキにつうじる道とが交わる場所にある小都市
チャシニカから、バトーリイは自らの軍勢をヴェリーキ
エ・ルキへと進軍させ、途上で、ヴェリシュ（8月7日）、
ウスヴャトィ（8月16日）といった都市を陥落させた。
ヴェリーキエ・ルキを占領すると、バトーリイのまえに
プスコフ、ノヴゴロドへの道が開けるはずだった。
22 イワン雷帝によってヴェリーキエ・ルキに派遣されたの
は、Ф.ルイコフ公、軍司令官М.カシン、Ю.アクサコフだっ
た。В.Д.ヒルコフ公の指揮下にある、大多数のロシア軍
は、トロペツ市方面に展開していた。
23 1580年4月から、イワン雷帝は自らの使節をつうじて和
平交渉を開始するようにポーランド王を説得しようと試
みた。バトーリイは5週間（1580年6月14日まで）の限
定的な停戦に応じたが、この間に最終的に遠征への準備
を完了し、軍勢をチャシニカに集めた。
24 1595年没。1577年に大貴族に取り立てられた。リヴォ
ニア、スウェーデンへの遠征はじめ、イワン雷帝、その
子フョードル・イワノヴィッチによる多くの戦役に参加
し、何度となく国軍の総司令官に任命された。プスコフ、
ノヴゴロドの軍司令官、代官を務めた。
25 1588年没。プスコフの第2軍司令官に任命された。位階
はВ.Ф.スコピン=シュイスキイより若かったが、まさに
彼の双肩にプスコフ防衛の責務がかかっていた。И.П. 
シュイスキイはほかにもポーロツク（1563年）、クリミ
ア（1572年）、リヴォニア（1573年）など、多くの遠征
に参加した。1574年に大貴族に列せられ、プスコフの第
2代官となった。
26 1604年没。大膳職にして軍司令官。多くの遠征に参加し
た。プスコフの軍司令官以前にも、スモレンスク、イズ
ボルスク、トゥーラ、ノヴォシーラ、クケイノスそのほ
かの軍司令官を務め、プスコフ軍司令官になったあとも、
スモレンスク、セルプホフの軍司令官職にあった。ウク
ライナにおいてモスクワの大軍を率い、クリミア・タター
ルの侵寇からモスクワを防衛した。スウェーデン軍にた
いするヴィボルグ遠征に参加した。
27 1604年没。大膳職にして軍司令官。カルーガ、タルス、
ノヴゴロド、ノヴォシーラそのほかの軍司令官を歴任し
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た。1566年のクリミア・タタールにたいする輝かしい勝
利によって名声を博した。
28 1617年没。ルッサ、ノヴゴロド、ブリャンスク、トロペツ、
リャザンの軍司令官。1590年のナルヴァ強襲に参加し
た。ツァーリの命令で軍司令官としてチュメニに派遣さ
れ、その後、カフカスでトルコ人たちと戦った。チェル
スキ、ニージニイ・ノヴゴロドの軍司令官となった。
29 1606年没。1575年から、プロンスク、コロムナなどの
軍司令官を歴任。1579年のリヴォニア戦争で国軍に勤務
した。トロペツの代官、イワンゴロド、スヴィヤジスク、
カシーラ、アストラハンの軍司令官を務める。
30 Голова. 小士族の10人隊の隊長。
31 Дети боярские. 地方士族の最下級の階層。
32 Горовы стрелецкие. 500人からなる銃兵隊の隊長。
33 和議決裂の経緯は以下のとおりである。1580年8月27
日、ポーランド・リトアニア軍はヴェリーキエ・ルキに
接近した。8月28日、バトーリイの陣営にモスクワの使
節が到着した。イワン雷帝は、すでにポーランド軍に占
領されたリヴォニアの諸都市、西ロシアの諸都市のみを
バトーリイに譲るとして、そのかわりポーロツクの領有
を要求した。バトーリイはこれを拒絶した。バトーリイ
はすでに占領した諸都市のほかにプスコフ、ノヴゴロド
の領有を主張した。
34 中世ロシア文学ではふつうムスリムをさすが、ここでは
ポーランド・リトアニア勢を指している。
35 9月5日、激しい火災のあとで、ヴェリーキエ・ルキは
バトーリイの軍勢の手に落ちた。そのあと、ネヴェリ、
オゼリシチェ、ザヴォロチエが陥落した。
36 モスクワ、クレムリのウスペンスキイ（聖母就寝）大聖
堂を指す。ここには全ルーシの崇敬を集めた、ウラジー
ミルの聖母イコンが安置されていた。
37 1580年の軍事遠征が終わると、バトーリイはただちに翌
年の夏の遠征を企図した。バトーリイは、プロシア伯ゲ
オルグ・フリードリヒ、サクソン選帝侯アウグスト、ブ
ランデンブルグ選帝侯ヨハン・フリードリヒに金銭的援
助を求めた。モスクワのツァーリにたいする戦争にステ
ファン・バトーリイを引き入れたスウェーデン王とも書
簡を交わした。また、トランスシルヴァニア侯フリスト
フォルとも、ハンガリー騎兵ならびに歩兵の徴募につい
て書簡のやり取りがある。ドイツ兵の徴募依頼の書簡は、
ユルゲン・ファーレンスベクに託された。
38 『ステファニトとイフニラト』というビザンツの翻訳作
品を踏まえた言葉。この作品は、王と、王に面白い話を
してそこから教訓を導きだす哲学者の対話という形式で
構築されている。
39 ステファン・バトーリイの遠征の参加者であるピオトロ
フスキは、その日記に次のように書いている。「プスコ
フはじつにすごい町だ。主よ、私はこれほど大きな町を
知らない。まるでパリのようだ。町は、全ポーランドを
探してもないほど、限りなく大きく、全部が城壁によっ
て囲われ、そのむこうで鬱蒼とした森林のように、石造
りの教会が林立している。家々は、城壁のかげになって
見えない。」（ピヨトロフスキ、92頁）
　　　16世紀には、4重の城壁が町を取り囲み、その総延長
は10キロにおよぶほどであった。城壁はぐるりとプス
コフ川対岸のザプスコヴィエを取り巻いていた。川によ
る町の出入りは、プスコフの上流と下流に設けられた鉄
格子によって管理されていた。この鉄格子はアーチ形の
開口部に水だけが流れるようにほどこされた門で、鉄に
おおわれた丸木の格子で開け閉めができるようになって
いた。このために、町は川が石の城壁のなかを流れてい
るような印象をあたえたのである。
40 ステファン・バトーリイの軍勢は実際より多く見積もら
れている。
41 『イザヤ書』36‒37章参照。
42 ステファン・バトーリイのプスコフ遠征で司令官の職務
を遂行したのは、ポーランド、リトアニア、ハンガリー
の将校たちであった。その多くが、それ以前のロシア遠
征にも参加しているが、なかでも特別の地位を占めるの
は、リトアニアの大領主、ラジヴィール家の人々である。
43 ヴィリニュスの大司令官、リトアニアの大ヘトマンで政
治的な権威が高かった。
44 複数回にわたり、リトアニアの大公副官房長を務めた。
トロキ、ヴィリニュスの城主。
45 ポーロツク遠征の参加者で、ポーロツク占領後に守備隊
を指揮した。
46 正しくは、ヤン・キシカ Кишка。ジェマイティアの市
長官、王室大膳職を務め、しばしば使節となった。こと
に、ヴェリーキエ・ルキでモスクワの使節と交渉をした。
47 外交問題の責任者として、イワン雷帝の使節団の一員で
あった。
48 ミコワイ・ラジヴィールの息子で、ステファン・バトー
リイのあらゆる戦争に参加し、その軍事的才能ゆえに
「雷」の異名を奉られた。
49 ノヴォグルド軍司令官、フリシトフ・ラジヴィールの弟、
リトアニア大ヘトマン、ミコワイ・ラジヴィールの息子。
50 1579年にスモレンスク近郊の戦闘で活躍した。ヴェリー
キエ・ルキの守備隊の隊長。1580年から1581年にかけ
ては、ミコワイ・ラジヴィール（子）とともに、ホルム、
ルッサを陥落させた。
51 ラジヴィール家の一員。
52 リトアニア宮廷司令官、アリベルト・ラジヴィールのこと。
53 中世ロシアにおける長さの単位で、ほぼ露里（ヴェルス
ター、1.067キロメートル）に等しい。
54 王の軍隊は7月21日、ポーロツクから出発し、ザボロチ
エで8月3日まで滞在したあと、すでに1580年に占領し
ていたヴォロニチに到着した。ヴォロニチはプスコフ領
南方の要塞都市で、16世紀にはプスコフのもっとも大き
な衛星都市のひとつだった。
55 オストロフはヴェリカヤ川に面した町で、よく守りを堅
めた要塞があったが、要塞の城壁の一部が破壊されたの
ち、8月21日にバトーリイの軍勢によって征服された。
56 バトーリイの甥、バタルザルに率いられた王の軍勢の最
初の部隊がプスコフにあらわれたのは8月18日のことで
あった。
57 最初の出撃戦は8月24日のことで、この戦闘については
ピョトロフスキが自らの日記のなかで詳しく書いている。
「馬から降り、陣営のテントを設営する間もなく、ラド
ムスキがヘトマンにロシア人の出撃攻撃を急報した。ロ
シア人たちは、ハンガリー勢とともに町のなかに侵入し
ていた軍司令官ブラツラフスキの部隊を強襲した。ヘト
マンは晩禱に最後まで臨席することができなかった。ヘ
トマンに馬が引かれてくるまでに、てんやわんやの大騒
ぎになった。なぜなら、彼の部隊はまだ宿営の場所に到
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着してはいなかったからである（92頁）。」
58 15世紀の終わりころから、ロシアでは9月が新年のはじ
まりであった。
59 1サージェニは2,134メートル。
60 『詩篇』128篇1-2節。
61 『詩篇』49篇1-2節。
62 『詩篇』46篇1-3節。
63 『詩篇』48篇1-5節。引用は原テクストに手が加えられ
ている。
64 『詩篇』71篇11節。
65 『詩篇』46篇8、12節
66 『詩篇』136篇23-24節。引用は原テクストに手が加えら
れている。
67 1395年、チムールがルーシへ攻めこんだとき、ルーシが
救われたのは、ウラジーミルのイコンの取りなしによる
ものと考えられていた。このとき、ウラジーミルの聖母
イコンはモスクワに移された。チムールはエレツ公国を
征服したのち去った。
68 チムールのあだ名。アクサクはトルコ語で「びっこ」を
意味するが、それがロシア語になると「びっこをひく 
колтать」に語源をもつ«Колтырь»となったと考えら
れる。
69 プスコフ洞窟修道院でことに崇敬されていたのは、聖母
就寝のイコンであった。町の防衛に備えるため、イコン
は修道院から持ちだされ、プスコフ三位一体大聖堂に運
びこまれていた。籠城戦のさいは、プスコフの人々はこ
のイコンを携えて、崩落した場所で十字架行進が行われ
た。
70 1266年から1299年まで在位したプスコフの公。その指
導のもとで、プスコフは何度もリトアニアとリヴォニア
騎士団にたいして勝利を収めた。町の守護聖人、守護者
としてプスコフ人に崇敬された。
71 プスコフの佯狂者。1576年没。1570年、佯狂者ミクラが、
イワン雷帝による流血の制裁からプスコフを救ったとい
う伝説がある。
72 『サムエル記』2章4-5節。引用は、原テクストに手が加
えられている。
73 『ヨナ書』3章9節。引用は、原テクストに手が加えられ
ている。
74 『マタイによる福音書』16章26節。
75 『ローマの信徒への手紙』8章31節。
76 自らの故郷の町ソルニ（テサロニキ）を敵から救った戦
士、ソルニのデメトリオスのイコンは、プスコフ人たち
によって特別に崇敬されていた。プスコフ人の勝利と軍
事的成功、ことに1242年のドイツ騎士修道会をチュー
ド湖上で壊滅させた事件は、ソルニのデメトリオスの助
けによるものと信じられていた。
77 ヘルベルシュタインとピョトロフスキは、10月3日と10
月7日にプスコフに入場しようとした二つのロシアの部
隊について記している。最初の部隊は、ニキータ・フヴォ
ストフを隊長とするものでポーランド軍に見つかり、殲
滅させられた。Ф.ミャソエドフが指揮した第二の部隊は、
ピョトロフスキが記すところによれば、150人が捕虜と
して囚われ、数十人が戦死し、残りの700名ほどが助か
り、おそらくはプスコフ城内に入場した。ヘルベルシュ
タインによれば、ミャソエドフの部隊は、150人が殺さ
れ、60人が捕虜となり、300人が城内に入った。
78 イワン雷帝は1580年の時点ですでに、自らの軍事遠征
が失敗に終わったことを受けて、ローマ教皇にポーラン
ドとロシアの和平を仲介してくれないかと打診していた。
そのさいモスクワからもちかけられた反トルコ同盟の提
案はヴァティカンの興味をそそり、ローマ教皇グレゴ
リウス13世は、仲裁者としてイエズス会士である使節、
アントニオ・ポッセヴィーノ（1534-1611）を派遣した。
ポッセヴィーノは1581年6月13日にヴィリニュスのバ
トーリイのもとに到着し、8月18日にスタリツァのイワ
ン雷帝を訪れた。ポッセヴィーノの活動は、バトーリイ
と雷帝の和議をある程度進展させた。
79 『詩篇』147篇6節。引用は、原テクストに手が加えられ
ている。
80 この物語の作者はポッセヴィーノを、翻訳文学作品『ス
テファニトとイフニラト』の主人公、ずるがしこく狡猾
でお追従のうまい廷臣、イフニラトと比較している。ポッ
セヴィーノの狡猾さと交渉における二枚舌は、ロシア側、
ポーランド側の多くの同時代人が証言している。
81 『使徒行伝』26章14節。
82 『ローマの信徒への手紙』8章31節。
83 フラヴィウス・ヴェスパシアヌス・ティトゥス。ローマの
軍司令官にして皇帝。ユダヤ戦争（66-73年）のときに、
エルサレムを破壊した。この事件の詳細は、『ユダヤ戦争
についての物語』（Библиотека литературы Древней 
Руси. Т. 2. С.254-293）に詳述されている。本作品の作
者は、まさにこの作品を念頭に入れている。
84 『使徒言行録』4章12節。引用は、原テクストに手が加
えられている。
85 『コリントの信徒への手紙　一』15章24節。
86 『箴言』3章12節。
87 『マタイによる福音書』24章13節。
88 『ルカによる福音書』18章8節。引用は、原テクストに
手が加えられている。
89 『詩篇』34篇20節。
90 『詩篇』37篇34節。
91 プスコフ勢が繰り返し効果的な出撃戦を行ったことは、
ポーランド側からの証言によっても裏づけられる。ピョ
トロフスキの日記は、12月15日で終わっているが、20
の出撃戦が記録されている。
92 この事件に関与した者たちの証言によると、火薬を仕込
んだ箱を送る提案をしたのは、士官オストロメツキで
あった。彼はこのロシア人の捕虜と近づきになり、自分、
ハンス・ミラーはかつてファーレンスベックとともにモ
スクワのツァーリに勤務し、ツァーリの仁慈をよく覚え 
ており、ふたたびモスクワのツァーリに仕えたいと希望
しているが、自分が行くまえに箱を送っておきたいと
思っていると信じこませた。ちなみに、ファーレンスベッ
クは実在の人物で、デンマーク王の宮内長官であった。
イワン雷帝のもとで勤務し、そのあと、バトーリイの軍
に勤務替えした。オストロメツキは捕虜にその箱は絶対
に開けないように、もしも皆がどうしても開けるという
のなら、И.П.シュイスキイ公の面前であけるようにと頼
んだ。捕虜は、いわれたとおりにすべてをおこなった。
93 『ルカによる福音書』10章19節。
94 ポーランドとロシアの使節たちのあいだの和平交渉は、
12月13日に、ヤム・ザポリスキイから数キロのところ
にあるキヴェロヴァ・ゴラ村ではじまり、1か月以上つ
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づいた。1月15日に10年間の平和条約が締結された。
95 キリスト教をローマ帝国の国教としたコンスタンティヌ
ス大帝の母、ヘレナを指すと考えられる。ヘレナはゴル
ゴダに巡礼し、キリストが磔になったとされる十字架を
コンスタンティノープルに持ち帰ったとされる。
96 969年没。キエフ大公イーゴリの妻で、スヴャトスラフ
の母。『過ぎし年月の物語』によれば、プスコフ出身であっ
た。このため、プスコフでは特別に崇敬されていた。
97 1481年没。プスコフ・スパス・エレアザロフ修道院の創
建者。
98 中世ロシアでは、キリル文字によって数字を表わして
いた。2＝В、1＝А、200＝C、8＝И、30＝Л、5＝Е、 
10＝iの7文字で、Василеi（ワシーリイ）となる。
刊本：
   Библиотека литературы Древней Руси.Т.13. СПб., 
2005. С.534-607, 818-825.  
付記：
　「中世ロシア文学図書館　V」（1453年のトルコ人によ
るツァリグラード征服についての物語）は、『エクフラ
シス』別冊1号（早稲田大学ヨーロッパ中世ルネサンス
研究所、2014年）において発表された。また、「中世ロ
シア文学図書館　VII　プスコフの歴史と文学②」（ドヴ
モントについての物語、修道院長パンフィールの書簡、
プスコフ征服の物語、プスコフ洞窟修道院についての物
語、シニチヤ丘における神の御母イコンの顕現について
の物語、プスコフのニカンドル伝）が、『エクフラシス』
別冊2号（2015年）に掲載される。
